
サモ7日立大学と長野県督護大学の

短期学生交流留学協定に基づく

20,5(平成 27)年膚

回際看護案習占よび学生交流事業

報告書

大切なのは互いのことを “知 りたい"と いう巡ぃと
“関わってみよう"と いう弟気

長野県者護大学基礎看護学講座 2015(平 成 27)年度 国際看護実習履修生



書
8´月 71]

全員で 「tau SamoaJを 歌 うのはこれが最後
2週間を振 り返 りながら思いを乗せて歌いました

】学備に警労 モたI～ r鐸十■ t、 業
=|こ

終わ 的it左

挙盛窮弱と2違 間、多くつノ＼に支えらガRて
■基に充実 k´ た時間を退 r■ とと工でき主とた

連
姦
整
露
重

工 ・   ″ヽ

6べ てイ佐りくをした(ん |)夏 tア ,思 (ヽ 出

′きオ1ド ,´ 11′ オttい lfヒ ナ,こ
t,そ

l´ た

ョ   ●
=::―

求京
｀
で1土 サ■ア大1斐館を訪闘ゥ

大錠にお会いすることができました

tヽ つもう装たどこかで妾★宝すkう に,

|・ くての二とに感謝〔み気持ちを込めてこ

また会 う日までしばしのお別れ。
最高の笑顔で 「Toe faiLoai!」

E2祭 りでおおはしゃざ !ビ ンゴでイと火が大当たり !!

初 昌にぎことなかヤ,

た私進 も、冷々ti距

離が縮 まり、 ヤヽつと

か ,と弔>tt′ l竺 湊が雑

えない|,P与 とな り:i

した
た く して、 いて、笑 tて 。す・

itつ 6人 で、このときに _ヽかイ亀

Eい i4が たくさんI協 来煮【ィた

_れ

翼

t,Iゞ



白寅ぺ(ノ ブ||]ヤёl'´
フレ |ナ , コ_I

一
　

◆

実習の息抜きに、

養命酒のCafeに。

7月 30日

ャす ●

留学生にとつては初めての

で松本に行きました
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JICAに行き、候補生の方々と交流したり、
派遣員の方とお会いしました
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実習先ではたくさんの方々にお世話になりました
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英語での話し合いでは、専門用語に苦労しながらも
真剣に議論し、それぞれに看護問題を抽出しました

♪プラムの里でも歌を披露 ♪
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オープンキャンパスでも
大活躍の 2人でした
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どんなときも、笑顔の素敵な二人
サモアの陽気を運んできたようでした
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その明るさに何度も救われました
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「長野県看談大学 とサモア国立大学 との相互協力に関す る協定書」に基づ く

2015(平成 27)年度「学生交流事業」および「国際看護実習」は、

本学のみらい基金およびサモア国立大学学生委員会

による支援のもとに実施 されました。

実施にあたり、準備から終了まで広 くご理解とお力添えをいただきました

学内外の普様に鷲より感謝申 し上げます。

長野県看護大学とサモア国立大学との

相互協力に関する協定書に基づく

2015(平成 27)年度

「学生交流事業」および「国際看護実習」

報告書

長野県看護大学 基礎看護学講座 国際看護実習

発行 :「国際看護実習」科 目担当 官越幸代

発行 日 :2016(平成 28)年 3月 31日

31用・ 転載を希望される場合は、お手数ですがご―報ください。

mサakoshi‐ sachサO@nagano‐ nursoac.jp

〒399‐4■7長野県駒ケ根市 1694番地

長野県看護大学

電話  (代 )0265‐ 81‐5100





サモア国立大学と長野県看護大学の短期学生交流留学協定に基づく

2015(平成27)年度 国際看護実習および学生交流事業報告書
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留学生の底力とそれに鍛えられる「土壇場力」

基礎看護学講座 「国際看護実習」科目担当 官越幸代

本年度のサモア国立大学 と本学の大学問交流協定に基づ く学生交流事業 と国際看護実習は、本学に SOI

APERAAMOさ ん (ア モさん 。男性)と AH FUA SAUNOA FAAIUGAさ ん (ノ アさん 。女性)の 2名 を迎えて行われま

した。国際看護実習は、本学 3年生の 4名が履修 しました。サモアを出発する際の航空機の トラブルにより、

来 日が=日 遅れたにも関わらず、留学生たちは来 日した翌朝の授業 (2年次必修科 目「多文化共生看護学」)で、

早速パワフルな踊 りとサモア紹介のプレゼンテーションを披露 して くれました。

本学学生がいきなり目を剥かれたのは、ノアさんによる「夕βフテゴ rサfア謡 て
「

ごんだちrrゴジ,P,βo,ど

β財,′ 〃,rr 夕 =β ,7ァ rr」 の声掛けから始まつたいきなりのサモア語レンスンと、大講義室をフルに使

ってのパフォーマンスです。到着するや否や、いつ練習したの?!ど うして私たちがサモア語を 1?と 、驚い

ている隙も与えず、今度は大きな体を大講義室いっばいにくるくると動かして踊りを披露 !

3年生の実習生たちは、その瞬間まで英語プレゼンテーションの実施に多大なる不安を抱えていたのですが、

留学生たちのその勢いに乗り、女優魂が乗り移つたかのような熱演でプレゼンを終えることができました。一

番驚いたのは初めて会う異国からの仲間への緊張が、なぜか吹き飛んでしまつた彼女たちかもしれません。

このような底力を「土壇場力」と呼ぶのでしょうか。留学生に 「来日する前はどんな気持ち?選ばれて嬉し

かつた?日 本で何がしたいと思つていた?」 と聞いたところ、アモさんは「試験勉強で」、ノアさんは「嬉 しい

というよりも、どうしよう P。 という戸惑いや緊張で」、二人とも全然眠れなかったそ うです。実は、二人は来

日前、在サモア日本国大使館 (2009年アピア市に開設)の澁田一正大使に呼ばれ、現地新聞のほぼ全面を飾る

ほどの記事に取り上げられていたのでした (写真参照)。 来日する方も、お迎えする方も、お互いが尋常でない

緊張感を抱えていたのです。それを吹き飛ばし、一瞬にして視線も気持ちも自分たちに惹き付けてしま う留学

生、今年もすごい力を持った留学生を送つて下さつたサモア国立大学に感謝でいつぱいです。留学生の思いが

けない反応やハプニングに、科目担当の当方自身もずいぶん「土壇場力」が鍛えられて参 りました。

毎回、留学生は飛行機やバスを乗 り継ぎ 24時間以上もかけて駒ヶ根にやつてきます。生まれて初めての渡航

の末、たどり着いた日本はまさに盛夏。実習後に乗 り込む車内は、今年も連日40度を超えていました。ここち

よい潮風がゆらゆらとヤシの葉を揺らすサモアに比べて、肌にねばりつくような駒ヶ根の暑さは、留学生にと

って過酷だつたに違いありません。 ともに実習する本学実習生も、新カジキュラムになってからは基礎看護実

習 I・ Ⅱだけを終えた 3年生。この実習を終えると束の間の夏体みの後、領域実習に入 ります。

暑さの中の異文化コミュニケーション、加えて双方の学年の違いにも立ち向かいながら成果発表会の準備が

始まると、お互いの気配 りにも疲れが出てきます。松本での協立病院視察や遠隔授業 「国際看護学 I」 信州大

学履修生との交換発表会とキャンパス・ツアーは、そんなタイミングで企画しました。そこで今年も強いご支

援をいただいたのが、既に社会で活躍する卒業生です。松本では宮澤江莉さん (2013年度受け入れ年履修生)、

宮澤奈津美さん (2009年度受け入れ年履修生)が信州大学と松本協立病院で快く協力下さいました。東京では卒

業生の川添祥子さん(2006年度渡航年履修生)、 」ICA青年海外協力隊 OB会の皆さまの熱烈歓迎に、留学生も日

本の最後の夜を思い出深く過ごすことができました。留学生が最後まで笑顔を絶やさず、受け入れ先に対する

礼儀を払い、元気に帰国できたのはまさに皆さんのご支援による賜物です。

隔年毎にサモアと日本を行き来するこの学生交流事業は、多くの皆さまの支えと両大学の資金によつて支え

られ、お陰様で ■年目を迎えました。その貴重な成果を広く学内外の皆さまと共有し、成果報告会に表しきれ

なかつた学び、実習時間外のエピツー ド、在校生との交流などをこの報告書を通して知っていただけますと幸

いです。

平成 28年 3月 31日

国内外の実習でいつもお世話になっている」ICA

青年海外協力隊 OB会の方から「二人が現地でこん

なに話題になつているよ !」 というご連絡をいただ

いたのは、2人が至」着する 2日前でした。  ⇒

石からノアさん・サモア駐在澁田大使・アモさん



国際看護実習と受害看護演習の位置づけおよび目的
2015(平成 27)年度 国際看護実習 (サモア国立大学詔学生受け入れ年度)

1.実習目的

異文化的背景を持つ他国からの留学生と共同で保健医療福祉施設の視察や臨地実習を行い、互いの社
会的背景や文化・習慣がどのように対象の理解や看護実践に影響を及ぼすのか、看護における普遍的な
原則とお互いの国の特徴を知るとともに、国内外での看護実践に必要な国際的な看護の視点を養う。

2.実召目標

1)サモア国立大学看護健康科学部の学生 (以下、留学生)と 互いの国の社会システムや文化を紹介 し
合い、それらがそれぞれの住民の暮らしや健康にどのような影響を与えているかを考察すると同時
に、自国の文化や習慣への理解を深める。

2)留学生と共同で保健医療福祉施設の視察や臨地実習を行い、サモアと日本で行われる看護の違いに
ついて意見交換を行い、それらの特徴とそれぞれの違いが生じる背景を考察する。

3)臨地実習での対象理解や看護アセスメン トを通して、サモアと日本の看護学生が対象をとらえる視
点や看護問題を抽出する過程の違いおよび共通点を理解する。

4)臨地実習で共同した経験を元に、国や文化の違いを超えて普遍的に共通する看護の原則や効果的な
国際的協イ動の方法について具体的に考察する。

5)実習期間全般を通して、異文化の国で過ごす留学生とのよりよい連携と共同に努め、円滑なチーム
ワークを行う。

3.主な実習場所や訪間先と内容

複合福祉施設での受け持ち実習、地域の在宅訪問看護・ヅハビジテーションの視察
糖尿病教育入院の視察、高校生や信大生との交流・プレゼンテーション企画、オープンキャンパス参加、
」ICA駒ヶ根訪問 `ボランタィアとの交流、在日本サモア独立国大使館表敬訪問 等
*事前に留学生の希望や各自の期待などを勘案し、決定。

4実 習の方法

1)事前に、各自もしくはグループ単位での英語によるプレゼンテーションの準備、およびサモア 国
の概況や文化・言語に関する学習を行 う。英語でのプレゼンテーションの準備は「国際看護学Ⅱ」
として開講する授業内で行い、自己紹介および自己目標、日本の保健医療や看護、文化や l貫習等に
ついて、各自の関心に基づき留学生に日本を紹介する媒体を英語で準備する。

2)互いの社会・文化を紹介 し合うプレゼンテーションや自己紹介を通して、留学生と互いの文化と看
護について、共通のテーマに基づいた意見交換を行う。

3)保健医療福祉施設等で留学生と共同で対象者を受け持ち、一部のケアの実践や看護問題の抽出まで
のプロセスを通して、相互の視点や考え方の違い、共通点についての理解を深める。

4)実習を通して学んだことを整理し、それらを実習目標に沿つて考察し、留学生と共同で実習後半の
成果報告会を実施し、その実施状況を振 り返る。
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2015年香、選者試験結票発表後まもなくサモア国立大学に送 った学生の自己紹介です。あれズ)｀ らの努力と成長を実感 します。
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HDrattt schedl■ lc(SE■ ggeStillご )

26」伊上S伊′,  Arrive in Nattta alrpott at 1 6:30(NZ099)
27」伊ち.MO′7.  Pay a courtesy ca‖ to President of NCN,Meeting and Confirrning practicurn schedule,

Meet with pracucum members(NUS and NCN),and ttreicOme party
28-7ス v働 Fri Pending schedulei Exchange Presentetion about own country,cuiture and Dancing etc

Nursing Practicum in Nursing home,HOsphat and Community etc.
Feedback Presentation about practicum

7θ A[vg,A〃ol,Go to Embassy of samoa in Tbkyo,TOurin Tokyo town

Ttt AJ9 Tve  Leave for Tokyo atrpott at 1 8:30(NZ090)
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II主 ,please call me3江ana■li llike the nature such as aOwers,rnountains
and rice ttelds.And l like tO knOw things I've never known befOre.I wanttO

go to SamOa,Pin 100kin手 子fOr、vard to meeting you!

Hel101 1trn Yllka..Nice tO meet youψ I like traveling,sttrinlming and

books Or I'nl 100ki forward tO and

HilヽVhat is yOur recoHl14endation food in Samoa?Please ten l■ el l like tO

eatAハ ! I hved in ⅣIatsumOto city where has very beautiful cityscaper So I

want you to see therel I
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looking forward to meeting and studying Wl th
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Hil l hOOk living healthy l部 e nOw,I drink vegetable juice
every day.AlsO my strong pointis friendly and fresh.I'm

and eat yoghurt

looking forwar(l to
mee

Comments



教職員による歓迎会が催されました
一日遅れの到着となり成田空港でのお迎え予定だった内田先生、今井先生には臨機応変な対応をいただきまし

た。歓迎会では「機内持ち込みを、どうクリアしたの ?」 と思われるような武器 (の模型)や ラバラバ (腰 に巻

く布 )、 タノア (カ ヴァを入れる木の容器)のお土産をみんなで手にとつたり、身につけて楽 しみました。

出発から航空機の遅延があったにもかかわらず、

サモアから本学に立派なお土産 ↑を届けていただきました

(大会議窒に展示中・オープンキャンパス等で披露)

歓
型
会
の
企
画
お
よ
び
皆
様
Ｑ

」が
加
に
よ
り
、
留
学
生
を

温
か
く
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型
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上
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。



スーパー・ グローバル・ ハイスクール「上田高校」による
本学訪間およびサモアと日本の文化交流会 高校生生徒感想

平成27年 8月 3日 (月 )13i30～16:00 長野県看護大学 教育研究棟「中講義室④」

>サモアの人との交流は,いい勉強になりました。なぜかというと,私はこれから上田高校や 日本の文化

についてのプレゼンテーションをするときに,何を知りたいのかを知ったうえでプレゼンテーションを

したかつたからです。それをサモアの人に質問でき, とても勉強になりました。

>サモアの踊 りがすごくよかったです。あのスカー ト (名 前は忘れてしまいました)も好きです。ああい

うゆつたりした感 じの服が好きです。伝統的な踊りって見ていて楽 しいです。自然と共存しているなと

感 じます。今度はぜひ現地で見たいです。

>「看護大学」という名前からは想像できないよぅな豊かな国際交流を知ることができ,視野が広がった。
>キ ャンパスはとても広く,実習施設もとても充実していた。一人に一台顕微鏡があるのもとても驚き実

験も印象的だった。サモア人留学生との交流はとても楽しかった。英語プレゼンテーションも成功して

よかつた。サモアのダンスがとても面白かった。独特な動きで目の前で見るのはとても新鮮だった。
>今まで知らなかった「サモア」という国がとても身近に感 じられた。獅子舞をさせてもらって,日 本文

化の発信とい う′煮でよい経験になった。

>看護学校の授業は,設備も充実 していて,建物もきれいだったので楽しく授業を受けられそうなイメー

ジを持った。この経験を進路の参考にしようと思った。

>サモアの方たちとの交流は,文化が相互に直接触れ合 うことができるものでした。サモアの方たちはと

ても家族思いで,今の仕事も家族のために選んだ, ということを聞き, とても感動 しました。
>今まであまり興味がない大学だったけれど,設備などがすごく充実していて,も しこれから助産師とい

う仕事を考えるようになったら,こ の看護大学もいいと思いましたcサモアの留学生の方と交流できた

のは,と ても良い経験になりました。自分からも積極的に質問し,サモアの文化を少 し理解できました。
>サモアの方々は明るくてダンスが好きで,文化は違 うけどダンスとかそういうところでつながりあえる

んだなあと思いました。そして,サモアでの学校生活の様子を聞いて,学校+家事をやらなければなら

ないのはとても大変だと思いました。

>すごく施設が充実していて,実際にあの場で生徒たちが実習しているところを想像すると,実践的でい

いと思った。特に地域看護実習室では,階段,キ ンチン,居間などがリアルですごかったです。サモア

人との交流は,ノ アさんは雰囲気がほんわかしてぃてアモさんはとってもかつこよかったです。ダンス

を見たり,サモアでは男性が料理すると聞いたりして,異文化を身近に体験できてよかったです。

祥 が
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p.m.

11:30～

12:30～

Presentation by山Is.Sachiyo Ⅲ生iyakoshi

Presentation by NCNふ /1s.ⅢIisaki五もkoya and WIs,Nana Nakatsuka

“」apanese Culture"in English

Presentation about Samoa by NUS students

Performance and Dance by NUS students

Q&A,Communication with High School students

Rest and Round in Campus guide byム/1s,WIisaki WるkOya

13:00～

13:30-

14:00～

14:80′～

ゴJ

`単 l

留学生のプレゼンの時間は会場が高校生でいっぱい !今度は実習でサモアに触れてみない?!

2014年度「国際看護学 Ⅱ」を履修 した 4年生が、準備していた英語プレゼンテーションを行いました。

このイベン トの後にも、キャンパス ロツアーゃ地域でのお祭 りなどで留学生と楽しみました。

∵黎
=警

ノアさんは踊 りの先生でもあります。空いた時間では、常にサモアの踊 りを指南。

「工ず二|!



国際看護実習
成果報告会

20■5年7月 27日～3月7H
ByNUS,NCN smden強

Today′s contents
C IntrOduce

O SamOan culture

●What we learned through this

・ Interview

・ QueStiOn and Answer

・ Performance

・ Greeting

Content
・ Greeting

o CIothes

●Famity and HOuses

・ Dances
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eSamoans say WFanau le teine fana lhnau,
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Japanese
●Respect for the elderly

・ Care for Denentia user

●Therapist

・ The differences Facilities and care provided in eveiv Facilities

●Care―giver,Care― PIace

ere夕ぎ
｀

苺 封

Ｐ

ヽ

一一

盛  i4

ヽィ‐

織

Difficuities through this Practicum

“Poor CoHllnunication"

Learning Outcome
・ PhysicaI Nursing Skilis

・ Nursing Diagnosis

・ High Quality of Care

●Important oFTherapist

●Portion oF Food

・ Rcspect Fbr the elderly

●FriendshiP

Japan

・ Respect For the elderly and the falnily

・ Attitude oFaccepting each other(cuiture)

●Friendship
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J‐hat‐We learned―絲 ough th格一オイ/

Practicum

l. Interested through this Practicum

2,Dimculties through this Practicum

3・
 WVhat being learned froェ rl each othe■

interest through this Practicum
●The dittorences Facilities and care provided in evet'y Facnities,

・ suncient Resources

l EFFect"e Care Managem9nt prO胡 dCd

うNursinB Care insurance

●PЮ per DIVISION and ORCANlZING oFcare

●Rehabilitation in Facilities and Home Care Visit

心Concept Care For Dementia user
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Let's singIIIII
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ど`:共了重;く∵t三 ガヽ♪

利用者様をグループで受け持っての臨地実習では、例年お世話になつている高齢者複含施設「プ
ラムの里」に加えて「みぶの里」にもお世話になりました。サモアでも認知症影防の体操は者案さ
れていて、それを交換し合ったり、サモアの看護師の役割が日本とは異なる点など、無dり手ぶり
を使つての実習となりましたが、限られた時間の成果報告会ではその全てを伝えきれなかったのが
残念です。家族と離れて施設に入つている高舗者を見てノアさんがそっと流す涙、見たこともない
大人用おむつや、サモアでは最も敬うべき高齢者への摘便への驚き、「お嫁さんと姑さんの葛
E泰」。・・・・留学生がいつも驚く日本の実態です。また、今年度は日本の家族形態や住まい方を知
つてもらおうと、新たに駒ヶ根市近隣でのホームステイを取り入れてみましたが、「日本に家族がで
きたよ l」 と喜んでいたアモさん。駒ヶ根最後の夜にご近所を通つた際「僕の家族はあっちの方だ
つたよね ?」 と陪くなつた車外からいつまでも御宅の方向を追つていたのがED象的です。ホス ト・
フアミリーからも、子どもの相手や家事を率先してSIき受け、楽しんでくれた、と大好評でした。
今後はもっと学ぶ順序性 (日本の文|ヒ習慣を実体験した後に受け持ち実習をするなど)を考えてス
ケジユーリングしたいと者えています。                    (富 越幸代)



My chopsticks
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鞠 評霊融 §整誓韻覺篤

留学生が「一生に一度になるかもしれない !?日本」に来たからには、箸を使う機会もあるだ
ろうから、日本の文化でもあるし、紹介して使ってもらおうと思つて、このテーマで行った。実
習中は、雷学生2人が審を使う際に ｀

これはしちゃいけないのよね"とかマナーについて覚え
ていてくれた。 私たちは、楽しく聞いてほしいとつくっていたため、しっかり聞いてくれてう
れ しかった。 (青木 優果)

最初は、「英語でプレゼンなんてできない !」 と思つていたけれども、自分でスライ ドを作成
したことで、自分自身も勉強になることが多々ありました。さらに、多くの人の前で発表するこ
とは大変緊張したけれども、すばらしい機会が得られたと思う。 来日した二人に日本の文化を
よりよく知ってもらえるように作成しました。 (一志 歩乃加)

「英語でプレゼンなんてできない !」 ↑ ψホントですか～? 発表では2人ともすごく堂々
としていて、箸にまつわる日本の文化を自分たちでも改めて学んだ上で、2人に伝えることがで
きていましたよ。また、「箸」という生活に欠かせないもの、お生産としても安価で、「技術」も
持つて帰れる素敵なテーマに着目したのもよかったですね。            (富 越)



留学生への日本紹介英語プレゼンテーション②
2015年 7月 28日 (火 )「 多文化共生看護学」にて公表
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2015(平成 27)年度「国際看護実習」本学履修生による学び (実習記録からの抜粋)

「国際看護実習」では、何を通して何を学んでいるのか ?
成果報告会だけでは伝えきれない内容を、記録から一部を抜粋して御紹介します。

英語での日本文化紹介プレゼンテーションと英会話コミュニケーション (「国際看護学 Ⅱ」)

◆ 授業で作成 した最初のプレゼンは相手に伝える、 とい うことを合 く考えない ものだったが、徐でに
アクセントや一つ一つの単語の意味なども考えて発表が行えるようになった。 また大勢の前で英語プ
レゼ ンをさせていただぃた経験は自分にとって大きな自信につながったし、話す力がついた。海タトで
このプレゼ ンができる機会があれば、 もっと,コ有単な言葉て

｀
わか りやす く説明が したいと尾 う。文化の

説明では難 しい言葉 をイ史わなければ説明て'き ないところがあるため、かみ叶いて説明できるように孜
著 していきたい。また、留学生にレヒベてまだまだ自分たちは P耳月き手をラ|き 付ける力が足 りない。せっ
か くの自分たちの丈化を伝 えるチャンスなのだから、言今りを持って萱マと臨うZメ たぃ。その後、アモさ
んがプレゼ ンて'紹 介 した箸のイ史ぃ方を実習先で上手にやって見せて くれたことに感力 した I(一 恙 )

● 約 90大 とい う大人数の前でのプレゼンは初めてて
°
、大ぃに緊張は したが、自分でも鷺 くほど落ち着

いて進めることがて
｀
きた。緊張 しやすぃ性格であることは自覚 してぃるが、ゆっくり語そうと常に《

の中で言い PttRか せながら行 うことができた。英語 もほとんと
｀
記憶するほと'練 習 してあったのて'、 聰衆

の及痣 を見ながらブレゼ ンがて'き た。友逹からも「落ち着いて見えた、英語も全部暗宮こしていたんだ
ね」 と言ってもらえた。反省点 としては、力と百Jゃ 昔声など色でな工夫はできたが、一つテー甲をもっ
と時間をかけて多角的に紹介 したかったとぃ う点て'あ る。実物 を回 したり、体験型もやってみたい。
また今回は浴衣を着て行えれば、まり史かったと尾 う。 (ノ ↓ヽ

'II)★ 日本の楽 しみ方がこんなにあるとは尾わなくて盃白かった、原稿 を見ずに発チくしていてまかった、
英語での発表は理解するのが難 しかったけど、自分 もやってみたい とぃ う意見をもらった。英語のア
クセ ン トを意識 したり、間を大切にしながら発表できた。 ジェスチャーもできたと尾 うし、声の大き
さも大きな声で発チくできてまかった。2人 て'協 力しながら発表することも意識できた。例えば、風鈴
を嗚 らした り、スライドを進めたり、劾画 を流 したり、2ノ、で会話をするような発表を取 り入れたり
して どちらかが発表 している時 も 2人 で発表 しているとい うことを表現できた。 また、発表の際は緊
張 したが、下 を向かず原稿 も見ず、堂マと胸 を張 り、顔 をしっかり上げて笑顔て

｀
発表することがて

｀
き

た。“五感を重 して"を 大切に していたのでくのことを伝えられるプ レゼンになった。党えた英語を終
戸ヒに思い出発うとして何度も噛んて`しまったが、全体的に満足のい くプレゼンであった。 (増 澤 )

糖尿病患者の入院場面や糖尿病の健康教育を通 して学んだこと

0 糖屎病教室では留学生が多くの質問をしてお り、聞tが強いことを感 じた。EP象的だったのは、「す

ぐに袴戸卜病の人がより健康的になるために一呑いい方法は ?」 とぃ う質問だった。サモアでは権屎病
が大 きな国民的な健康閣題であ り点者が多い。また、「どうして袴屎病の患者の足に傷がないかヽ調べる
のか、傷があったらどうするのか」 とも尋ねてお り、合併症のケアにも輿コオ、があることが分かったも
終ず しも日本の方法が通用するかは分からないが、このような積極的な関tと 具体的な欠口誠 ・技術の

提供機会が実習で得られるのて'、 現地に戻ってケアに活かせる可能性があると思った。また、糖屎病
は家族でも考えなければならないことだと言ってお り、糖屎病に対する関tの 大 きさを感 じた。(ノ ]ヽ デII)

★ 松本協立病院は権屎病尾者に対 して「十含講義」 を行っていて、その中で食品のパネルを作って自

分でメニューを作成 してカロリーだけではなヽ く、炭水化1歩′やダンパク質、脂質のバランスも意識 して
いかな くてはぃけないことを学んだ。バランスを考えサラダを力9え た り、脂質を半分の量に した りと
工入をしながら行う捲要性 を感 じた。 この話 を聞いて留学生は畜ぃた及庵 を示 していた。 (れ には、
サモアでは皮水化物や脂質、カロリーが多い食事を摂 りやすぃ生活習慣て'あ ることが関係 してい るの

ではないかと思った。 くのあとの買い物て
｀
カロリーを頻繁にえている留学生の姿があった。 この考え

方 をサモアに取 り入れられるか考えたが、サモアて'手 に入れることのできる含品や大家族ぐ同 じもの

を食べるとい う食生活を考えてい くとなかなか難 しいものがあると感 じた。(培 洋 )



訪問看護 と訪問 リハ ビリテーシ ヨンのチーム医療を実際に視察 して学んだ こと

★ 訪 聞チームの対象者についての情銀 を共有することがで き、 くの話の中でケアの対象者がイll用 者だ

けではな く、 その家族 も対象若であ ることを留学生に伝 えた とき、 なぜなのか と理由 を聞かれた。読

明 をした ら理解は して くれたが、サモアでは家族 が介叢 をす るのは普通的であ り、 負担だ と思わない

とい う考 えか ら、休み もな く介護 をしてい ることは家族 に大 きな負担になってい るため家方集に もケア

をしていかなければならない とぃ うのは 日本の考 え方であるとい う相逹点 を見つけることがで きた。

在宅で生活 を してい くことを維持 してい くために、訪 聞チームが様 マなケア を行 ってい るとい う考 え

方は共通 してい ることを理解することがで きた。 これは、 在宅で家族がケア をしてい くとい うサモア

の習慣 が影響 してい ると考 える。つま り、病院ではな く、家次のい る在宅ぐ生活 をしてい くことが対

象者に とって とて も大切であるとい う考 え方 を持 ってい るため、 在宅で生活 をしてい くことを維持 し

てい くことは
~重

要であると考 えることがで きた。 (増 澤 )

受け持ち対象者 をとらえる視点の違いや看護問題の抽出を通 して学んだ こと

★  留学生と看叢 F口月題 を話 し合 ったとき、イムが考 えたことが工確 に伝 わってい るか不安 であったが、留

学生が毎回 こうい うことだよね とわか りやすい英語で確記 して くれ、お互い共有で きてい ることを感

じることがで き、 とて も嬉 しかった。イムは英語に自信がな く其諸で話すことに消極的にな りやすかっ

たが、“大太夫だか ら話 してみて"と い う声 もかけて くれた。 そのおかげで 自分からどうにか伝 えよ

うと蜂戸とに英語で話す ことができ、お互いの考 えを少 しで も共有す ることがで きた。無理だ と最初か

ら尾い込 まず、チ ャレンジしてみよ うとい う気持 ちが とて も木切であることを感 じた。 (増 澤 )

▼  オムたちはまずは疾病 を見て、どんなテ台療 を受けてい るのか石宦記 して家族構成 を見ていたが、留学生

はイ1用 者の情幸Fkで まずは家族からえていた。サモアは大家族でサポー トで きる夫 も多 く、 日上の人の

世話 をするのは当た り前 とい う考 え方がある。留学生は家族 を一春に大切 に してい るためにまずは家

族の情幸Rが家口りたい と思 った と考 えられ る。利用者 さんに対する声がけ も、不ムは参 日の調子 は どうか、

昨 日は どうだったのか、 とインダビューみたぃになっていた。またイl用 者 さんが「大変だ と思 うけど

頑張 って」、「面井見に しっか り感謝 してす ごすのよ」 とい う言葉に手 を握 って、 しっか り目を見て話 し

ていた。経1験 の差であるか もしれないが、 くの行為が距離 を縮 め るきっかけになっていた と思 うし、

人に対 しての接 し方の違いだ と思 った。 (青 木 )

★  不ムたちは誕宍口左について「病気である」 と考 えていたが、留学生は「加酔の変化の廷長線上 の もの

である」 と考 えていた。看表問題 をあげてい く中で留学生は起 こってい る状態 を合て間題 に しよ うと

していたが、不′、たちは起 こっていて も対 象者 自身て'出 来てい ることはあげず、対象者が参、困 ってい

ることを問題 としてあげた。サモアには 日本のよ うに老夫施設 がないか ら、看讃 と考 えると病院の考
え方の ,合 療 を優先 してい る考 え方 を持つ ことにつなが るのではないか と考 えた。そのため、留学生は

病院の考 え方の治療 を優先す る考 え方 を持 っていて、不ムたちは治療 よ りも 00と を高め るための今の状

態 を維持す るかの考 え方 を持 ってい ることか ら違 った考 え方が生まれたのだ と考 えられた。 (増 澤 )

●  対象者の間題に 「便税」 があげられ どんなケア をす るか とぃ う話題の際、文け持 ちの対象考 には

下剤のイ史用 と摘便 をす ると話す と、 サモアでは高船者は尊敬す るべ き存在だか ら、下剤 ・浣腸 は使

用 して も摘便 (指 を月工P弓 部に入れること)は 失ネとにあた るか らしない とノア さんが話 し、高齢者 を

軟 う姿勢 と、 くの よ うなオ
'元

念のためにケア も変わ って くるのだ と学んだ。 また褥塔 (仙 骨部 )と 便

桝の問題が挙がっていた ときに、便私のために下剤 を使 ったと して も、下痢 になることで褥塘 が患

化す る (湿 潤 ・汚染)と い う結 びつ きに ノアさんはヌP座 に着日 していた。看叢診断で自分 は初期 に

は身体 諏 (疾 患盃 )に 着 目 しがちなのだが、 ノア さんは早い段階か ら身体箇だけて・な く精神濁や惑

情歯に若目 して看表診断 してお り、全体 を観 る力の違い を感 じた。精神置に も若目できる理 由 と し

ては、サモアの主な co「 9 9iVerが 家族や シスターて'あ るために、一人の匙者に寄 り添 うことの出来
る時間が長い こと 。日本では患者数に対 して看妻師が少な く業務に追われがちて'ま ずは疾恙 とい う

考 えがあるか らではないか と考察 した。 (″ ↓ヽり||)

0 サモアて
゛
は高船者の ケアは住み慣 れた家ぐ家族みんなぐ行 うことが 多い く うてす 。 日本では 24時

間在宅て
゛
ケアをしてい ると家族の負担になって しま うし、施設 にい たほ うがよ り質の高いケア を史

けられ るとい う考 えを持つ大が 多いて
｀
す。 しか しそれは 日本はサモアの ような大家方矢て

｀
はないのて

゛

家オ笑一人 ひとりの 負担が大 きくなちて しま うとい う社会背景があ ります。歩色設にい る高歯0若 も夫 に

よっては本 当に家に帰 りた くて、 しか し帰れない理由 もあって くれ ぞれ複雑 な事情 を抱 えてい るこ

ともあ るとイムたちは理解す る蜂妥があ ります。そのため不ムたちはその最持 ちを理解 し、その上で、「施

設 にい る利用者の 1人」 とい う捉 え方や “して当た り前 "、
hし

てあげる"な どく ういったかかわ り

方でな く「一緒に基 らしてい る 1大」 として関わってい くことを忘れないよ うに したい と尾い ま し

た。 (青 木 )



『多文化共生看護学」で学んだ「異文化ショック」や自分の「エスノセン トリズム」の体験
▼ 日本ではこのようにやるのが当た り前だと主張すると、それが当たり前の素裁ではない人たちは当

然、戸惑いや不信惑を持つ。 日本ではこうするからみんなもこうしたほ うがいいとい うのは押 しつけ
であり、受け入れがたい。イムは留学生の血圧の浜1り 方に対 して自分がどう惑 じたかのみを伝 えて しま
った。測 り方は当然同 じだろうと考えて しまっていたからだ。 これは相手の文化を否定 したととらえ
られても仕方がナょヽぃことて

｀
ある。今考えるなら、自分 とは違 う手順だったとぃ う事実から、まずは手

順についてもう一度聞 くべきであったと思 う。 もしイムが日本とは血圧の測 り方が違 う国で援助すると
したら不ムのや り方は不ヽ可解に思われるかもしれない。や り方は逹っても対象にとってはどうなのか考
えて、時には相手に合わせて自分のや り方を変えることもひとつの手段であると考える。 (青 木 )

0 異文化をもつ者と接角虫したときには、自分の常識が相手に運用 しないことや、コミュニケーション
の壁、生活様式の逹いなどから少なからずストレスを惑 ビる。 (の ようなとき、自分自身が異文化接触に
よる竜の及痣のどの段階にあるのかを理解 してお くことで、迫切な対痣ができる。 自身 も実習中に、
この反痣の変化 を意識 しながら留学生と関係を構築 した。たとえば、実習での疲労が音積 してきたと
きに、留学生との接触がなんとな く千いと感 じていたときに、今は排除段階～再統合段階にあ り異丈
化に触れ自分の価値観・世界観が変化 しようとしているのであ り、オロ手 を媒いになったわけではない
と思 うようにしていた。そうすることで、相手の価値観や文化 を考察するにつながっていった。 (の
ため、自分自身が異文化迫應のどの段階にいるのかを意識することで、参後起こりうる自分のtの 変
化 を予演1し 、対処法 を考えることができるため効果的て

｀
あると考える。 (ノ 1ヽ

'II)

「国際看護学 I」 で学んだ国際協力の原則について実習を通 して考えたこと
◆  この技業で学んだ国際協力の原則 とは、「現地の自動歩力を導き出 し、支援者が帰った後 も現地に

残 り、定着する方法で丈接する」 とい うものだった。一時的には大変かもしれない し、最初の方法の
ようにものを贈ってもらった方が楽か もしれないが、それは結局はくの国を助けたことにはならず、
先 を見据えた丈技 を行 うことが本当の意味での助けとなる。技業て

｀
は「伝 える排力をすること、伝え

るものを持つこと」 も大切だとも学んだ。これは実習で も共垂することのように感 じた。 これまぐ角虫
れてきた文化が逹 うため、意見が、iヾ つかることや、や り方が違 うことは当然の ことのように感 じる。
しか し、それはどちらが正 しい、 とい うことはなく、たとえ意見が食い逹 うことがあったとしても、
自分の考えをしっか り持ち、伝えてい くことはとても大切だととこの実習を通 して惑 じたからである。
意見を交換 し、伝えあうことて・、お互いのことをより深 く矢口ることができ、なぜそのような差が生 じ
るのかも考えることで、様マな太化を受け入れることが受け入れることができると、留学生とともに
看叢展開をするなかで学び、つまり協働とは伝えることなのだと不ムは感 じた。(一 恙 )

0 施設ぐ留学生とともに二 日FE見 学んで、社会的背景を考えることは異文化を持つ者同士が協働するこ
とにとても支要だが、くの国の家族の構成 を考えることがとても童要だと感 じている。患者の捉 え方
や施設の捉え方 もくこに大きく関わっているため、条件の一つとして挙げられると考えた。ラ|き 続 き、
この目標については在宅における考叢でも考えてい く。 (′ Iヽ ,11)

★  対象者の方の血圧 を測るときに、電子血圧計を用いて沢1定 した。そのときくの電子血圧計の調子が
患 く、いつもと異なる値 しか由なかった。 (の 体験 をもとに留学生が「電子血圧計は便利ではあるが
測定 した値が本当に迫切なのかわからナょヽぃ。ゃはり、自分の目で見る、自分の耳で聰 くなど工感 を通
して測定 したほうが正確な値 を浜1定 することができると思 う」と話 して くれた。このことから、機械
の ものは簡単てす ぐに測定することはて'き るが、自分の目ぐ見て耳て

｀
聞いて手で角虫れてなど工惑で感

じながら看讃 を行ってい く大切 さは普遍的に共重する考表の原則て
｀
あると考えられる。 ()曽 澤 )

履修生のホンネ① :黎習を通して苦持したことや離しかったこ感じていうここ惨コミュニケーションをとる
ここの離しとです。1草い慣れている宮葉のコミュニケーションでlきお互いお`考えを伝えること白1でとて共通の
理解を得ること白1でもるこ思いきす。しかし値い慣れていない宮章でl渉自分の考えを佃手にうきく伝えること
お1できないし伝わったとしても制かいここう書で伝えうことがでとないので内容を深めることが難しいこと
を感じ書した。例えぽ.日本語を秦話に直訳するこ意味殉1翡わってしをうこと、辞書で調べて1車おうとしても
との場で適した言葉でlき なし1こと白`あったので典過の理解を得ることお1雄しかったです。
⇒「◆日のあなた」はあなたを決めない。「明日のあなた」があなたを決める !この体験を元に「◆後、こう
する !?」 を考えることが大事だよね。

]

ヒ



この実習で 【自分についた力】とその背景の振 り返 り

◆  自分は今まで自分の思っていることが尽 うように伝わらないと、途中であきらめた り最初から伝

える努力をしなかったが、 この実習ぐ初めて言葉の壁に tiヾ つか り、相手にどうしたら分かってもら

えるかを考え、ナょヽんとか伝 えようとすることができるようになった。また、 自分に余裕がないとき

にも、自分のことで精一杯になるのではなく、相手が困らないように自分にできることがないかを

考えることができるようになった。(一恙 )

▼  実習前は誰かの話 をF耳互いても、ただFttRい ているだけで自分がくれに対 してどう考 えているのか考え

ずそのままにすることが多かった。この実習では毎 日留学生はどんな風に考えているのだろう、くれ

を見て看大生はどんな風に考えていたのだろう、と深 くその背景まて̀考 え、くれを聞 くために自分は

こう思ったと伝 えてから夫の話を聞 くようになった。この実習では今からどんなことを話すのか、自

分がどんなことを聞きたいのか言わないと皆で話 し歩いができない状態もあ り、今までは人が言い出

すのを待ったり、聞いているだけのことが多かったが、まず自分の考えを何 とか伝 えようと自分が変

わったことは成長 した点だと尾った。 (青 木 )

0 以前の自分は、何か課題 を抱えると自分のことで一杯一杯になって しまう盃があったのだが、2週

間を通 して、自分 も疲れていながら、実習生に対 して、表情や言葉の調子から、疲れていないか、碑侯

が乾ぃていないか、ちゃんとご扱食べているか、日民れているかなどと気迄 うようになっていた。(1

のような力が付いた理由を振 り込ると)積極的に自分から話すようにtが けた。自分は一度伝わらな

いと会議を請めて しまう性格なのだが、この実習では自分の英語が伝わらない・相手の英語が理解で

きないときには、「伝えたい 。理解 したい」 と気持ちが燃 えてきて、英語に諸まった り聞き直すこと

も多かったが、とキ書 をイ史った り、言い方を考えてイ云えるように努力することがで きたと考えている。

また意識盃では、一期一公 とい う言葉を常に頭の片F島 に置くことて
゛
、どの場箇ぐも時間を惜 しんで目

前の課題に取 り組むことがて
｀
きた。何よリメンバーに対 して思いやる気持ちがテ虫くなった。さらに自

分は実習前から「思い重 りにいかないことも多いだろう」と腹 をくくっていた。自分は作業に進晨が

ないともどか しくていらいらしがちナょヽのだが、実習中には多少遅いことも、時間通 りにいかな くても、

「仕方ない、乗うい うときもある」とtに 余裕 を持つように していた。その代わ りに自分の出来るこ

とはもくもくと進めておこうと考えていた。自分の出来ることを探 しておこなった。たとえば、報告

会の準備では、パソコン作業が得意なので、早マに作 り始めていた。また、異丈化接触 とこころの及

應のイメージ図を頭に入れ、tの 揺れ動きが自然な`ものであることを理解 しようとした。発うするこ

とで、無理は しないように したり、自分の価値観の調整を行 うことがスムーズにできたと考えている。

領或実習ではより長い期間決まったメンバーと過ごすことになり、いかに相手 を思いやったり、真摯

に相手 と向 き合 える /ブ が`チームワークに関わ って くる。言葉の壁 が無 くて も衝突す る・うま くいかな

い ことがあるとい うのは常に頭のナキ隅に置いてお き、時には奏協 した り、十つの ものに回執 しないく

の余裕 を持つ よ うに したい。 また、他者 を思いや ることも大切 だが、自分の ことも考 えて無理 は しな

いこと、半分は自分のためて'史 い と尾 えるよ うになってい きたい。 この実習ではた くさんの人 と関わ

るナょヽかで、多 くの場箇で感謝す るときがあった。 しか し、 日常的に使 ってい る感謝 の言葉は日本では

どこか形式的に言葉や動作 を言 ってい るよ うに感 じていた。 (れ をtか ら言 えるよ うに、何 をす るに

も感謝の気持 ちを忘れナょヽぃ ま うに していたい と思 った。 (小
'II)

★  「積極的に挑戦する力と請 めない力」が付いた。英語が警手だか ら、上手 く伝 わ らないからとい う

理由 を持 ち自分か ら積極的 には話 しかけない とい うのが実習前の 自分だった。 しか し、実習の中では

どうしたら相手に 自分の思 ってい る気持ちを伝 えられるか、わか って もらえるか を考 え、自分 のわか

る単語 を並べ “イ云えたい"と い う気持 ちを常に持 ち続 け関わった。それで も伝わ らない時はあったが、

伝わったときや相手の伝 えて くれたことを理解で きた ときは大変嬉 しかった。 この とき、自分 の視野

が広が りもっとFttlわ りたい と感 じることがで きた。 また、相手の ことを宍口るうちに相手の ことを受け

入れたい と感 じるよ うになった。 それは、き手意識 を未 りこえ、一歩踏み出 してお互いの考えや思い

を共有できたことが きっかけだったと考える。 (増 洋 )

履修生のホンネ② :僚れてくるにつれて徐々に負の感情を相手の長所こ晟うこと勝難しくなってとた。しか

しぃ今回l参 日本での案習だ白lらそう思うだけで、もしサモ7で宰習していたら相手の文化の中で絢事を考え

ることにおう与とう経うこあ書ι〕気にむらなくりった。白ン7,しンえてlき 自分の考えを伝えようこ何これ1

宮薫を発しかうとしたね`おかなか伝わらげ目標を建威するに博難しかった。四学生この造見交換に勝先生た

うの協狗れ1不可欠だった。留学生勝自身の回についてしっかし,説B日できるのに、私勝とれができなかった。

書た制麿や施設についての事前準備がかむιI足叫むかった。四学生とことに同じlA態で施設に行くの惨して

も興味深く泰しとを感じていたがⅢ話し合いがう書くてとすもこかしかっ驚。今後自分おl働く上で勝価値観

が選うA連に会うこともある。相手の背景を知ιI`むぜとの行動をとってし1るのか良く考えて持することで

相手を認められうこともあう。白分の考えlび白B叫を前面に出さずⅢ相手の憲見をとうんと闘くことも考えむ

白1ら持していとたい。⇒この実習の後から始まる領域実習ですぐに活かせそうだね !
:



自己および実習における全体 (実習科目として共通する)目 標の達成状況
◆  事前学習 していたのてサ モアの夫化を受け入れることはスムーズにでき、家族の ことを大切に巡 う

気持ちがあるからこく日本の施設て'行 う医療にだ恣ったり、日本にいるとなかなか意識できないこと
を孜めて考え直すことができる史い機公になったため、自己の目標は逹成できました。たくさんのつ
らか った こ と も経 `検 しなが ら、それ で もその 中か ら多 くの こ とを学 び、とて も貴 童 な時間 を過 ごせ た、
と感じています。でもやはリコミュニケーションでは、こんな`にも苦労するとは思ってぃなかをたの
で、最初は正直戸恣うこともあ f,ま した。言葉が分からなくても、話 してぃれば通 じるようにな`るの
て
゛
はなヽヽか、と勝手に尾 って、ヽま した。しか し、そんなことはすょ`くて、お互いに理解 しよ うと した り、

何 とか伝 えよ うとした り、 くんな排力が大切 なのだ、 と実惑 しま した。 (一 恙 )

0 +年 生の時に留学生支援のボランテ ィア (ッ アさん、エメ レさん)は 行 ったが、サモアの文化や習
1貫 を具体的に宍口ることは出来なかった。 また、ボランテ ィアて'は “働 く"時 のむずか しさを宍口ること
は実際に次口ることはで きない と思 っていた。 自分のなみの一つは向上tで あ り、自分の能力 を高め る
ためにサヵt力 す ることが好 きな`方だと思 ってぃ る。その一方で 自分 を高めよ うとす るあま り、他者 と協
力することが苦手なときがある。弱 /_メ は自分の意見 を言 うことがき手て

｀
あ り、民P決 力や決断力 もない。

しか し、 そのおかげで、考 えが深め ることがて
｀
きると考えてい る。 この実習は この よ うな`自分のなみ

を生か し、弱み と向 き合 う機会になった。 |っ だけt残 りだったのは、毎回のカ ンフ ァレンスをもっ
と深めた ものに出来たらとい うことて'ぁ る。 しか し、実習全体 を尾い込 してみ ると、第一に言 えるこ
とは「楽 しか った」である。 コミュニケー ションの壁に

‐
古 しんだときもた くさんあったが、異文化 を

もつ人守が簡単には理解 しあえなヽぃ とぃ う難 しさを矢口った意味て'は 実に充実 した時間であった。また、
サモアの言語に触れた り、ダンスや歌 を教わ って、サモアの文化 を体で体験 することが出来て うれ し
い と素直に感 じることがて

｀
きた。 また、 留学生が 日本の 史さ (食 事や風景、建物 な ど)を 女口り良い物

だ と言 って くれた時は どこか誇 らしく思 えた。 発 して、な く尾 ったことは、サモ アに行 きたい とぃ う
ことである。留学生か ら聞いたサモアの生活や、本だけぐは分 か らない くの国の空気に角虫れてみたぃ。
2週 間 を通 して、ぃぃチームワークを築けたのは、 留学生の気遣ぃゃ陽気 さに助 け られての ことだと
思 う。‐イムたち 6人 の間では「あ りが とう、thank YOU、 Fcafetoi」 とぃ う言葉が常 に飛び交っていた。
互い を思いや る大切 さに気づいた り、理解 したぃ とぃ う魚持 ちて

｀
溢れていた 2週 間であった。(′卜,ll)

★  自分 とは異 なる危方や考 え方について
｀
自分 とは違 う"だ けて'解 決するのて

゛
|よ な くどうしてく う考

えるのか、そ うえ るのかその背景 を考 え理解 しよ うと取 り組 むことがて
｀
きた。その中て'イムが当た り前

と感 じていたことが著遍的ではなぃヽ こと、便イllて'あ るが看義 を行 う土て'大切に しなければならない こ
とに気づ き、学びを深め ることがで きた。実習が始 まるまでは不安 と緊張でぃ っぱぃてリ ミュニケー
ションやメンィヾ―のみんな と上手 くやれるのか、具体的に どんなことに注 目して学びにつな`げればぃ
いのかわか らず不安だった。 しか し、実習 を通 してコ ミュニケー ションの取 り方 が分か った り、メン
バーのみんなと協 力 して訳 して きた

',、
どんなところから学びにつな Iず ることがて'き るのかがわかっ

た り、学びの 多ぃ充実 した実習にて
｀
きた。国際看叢の技業、 ジョン先生の英語の技 来、発 してこの実

習 を履修て
｀
きて本当によかった。 この実習の学びは、将来、看叢戦者の一員として働 く場にス ウヽダフ

としてタト国の方がいた ときにどうすれば効率 ま く共働て'き るか を考 え実行す るのに活かせ ると思 う。
また、タト国の方に対 してではな く、 日本ノ、の中で も様 マなヽ価値観、考 え方 を持 ってぃ る方がい るので
自分 とは逹 った価値観や考 え方 を持 った方 マとも効率よ く共働す ることについ て考 え実行す ること
で活かせ ると思 うcさ らに、 在日タト国人の患者様がい らした ときに も活かせ ると思 った。 “英語 を話
せないから日本人 )ス タトは関われない"で はな く、まずは自分が 目の前にいる相手 を宍口りたい、受け入
れたぃ、J里 解 したぃ とぃ う姿勢 を持つことゃ相手に伝 えたぃ とぃ う気持 ちを持 って関われる看讃戦者
にな りたぃ。

い
年酔、性列、国籍、人種、宗教 などに とらわれず 目の前て

ヾ
困ってぃ る人の丈えにな り

たぃ"と ぃ う、不ムがず っと持 ってぃ る目標に対 して一歩市進て
゛
きた と尽 う。 この実習ぐ学んだことを

これで終わ りにせず学び続けてぃ きたい。 (増 澤 )



2015(平成 27)年度 サモア国芝大学からの来日冨学生による

短期学生交流留学の振り返り (英語版の日本語訳)

来日中は連 日の暑さと過密な実習スケジュール、そんな中でも毎日色々な企画を準備 してくれるボランテ

ィアのみんなと夢中で過ごしているうちに 2週間があつという間に過ぎてしまいます。たくさんの突顔を残

し、お生産のたくさん詰まつたカバンを持つてサモアに帰った彼らが、日本での 2週間をどう振 り返つてい

るのか、是非ご一緒に共有させてください。彼らが学びたいと希望したことと日本で是非学んで帰つてほし

いと意図したことの違いを見出すこと、思いがけないところでの学びなど、今後の実習や交流のあり方に重

要なヒン トを与えてくれます。さて、彼らの目には日本の文化や生活、医療、看護はどのように映り、何が

印象に残 り、今後の彼 らの人生や職業的なキャリアに何を活かしてくれるでしょうか。

И〃 F[アA ttyⅣOИ E多飯3a4「ノ /ノ さん 後 p
私が 日本に短期 留学す るにあたっての個人 日標 :

● 日本 とサモアの看叢ケアサービスの違い をレヒ較 し、看叢実威に応用できる技術や技法に関する矢口誠の向

上を図る。

● 日本の文化と習慣 を理解できる。

● 日本のヘルスケアサーどスに参カロする。

は じめに :オムは、公年度 2015年 に推痛 された 2名 の学生の うちの I名 として、日本における看護技術や技法、

人 マに提供 されてい るサー ビスの建い を観察す る機会 を得 ま した。 さらに、 この実習の効果的な点 はお互

いの国の火化や習慣 を紹介す ることにあ ります。 この実習て
゛
は、看讃の衣口識 や技術、現 在、提供 されてい

る標準的 なサー ビスに関す る教 育に関 して、サモア と日本の P口弓で築かれた関係 を結 び続 けることを目的 と

してい ます。 家オ笑や地域 でのヘルスケアサー ビスの質の向上のための情親や矢口裁、技術 を共有する とい う

考 えは、 このプログラムによ り始め られてお り、サモア と日本の間で交換 されてい る女口誠 は、ヘル スケア

サー ビスにおける専 F弓 的な見解に役立 ってい ます。

課題 |:日 本での経験 をどうとらえたか ? 日本へ行 く前、イノ、は日本の文化や習慣 を矢口り、学、iヾ ことをとて

も楽 しみに していました。 そして、私は日本で行われていることを理解するために、少 しですが、 日本に

ついての リサーチも行いました。イ/、 にとって、日本の火化や習1資 は、様ぞな点において独特なもので した。

日本の環境や人マは、逹 う強業の人マに関 して も、あらゆる点において秋意 を示 していました。日本人は、

とても誠実であり、言葉に起実で、特に、時 P口弓は生活をしてい くうえで最も重要なものです。

私が目に した日本の医療や看装は様マな`点で、イムを魅了 しました。使用 されている科学技術やイll用 可能

な資源の水準は、全 く新 しい未来を見ているよ うて
｀
した。医療サー ビスの向上は、提供 されている医療 と

同様に、看叢我におけるサー ビス恙向の考 えを与 えています。 そのサー ビスは、すべての人々にとってイl

用 しやす く、受け入れられるものです。

両国をレヒペると、サモアて
｀
は日本のような高い水準のサー ビスには近づいていません。 さらに、ヘルス

ケアサー ビスを提供するための大手可能な資源 も「Rり があ ります。 しか し、サモアでは、医療 と看義のヌ又

方において、最史なケアの提供 を維持する努力をしています。看義や医療における教育は行 き届いてお り、

不ll用 可含ヒな資源は不足 しているものの、看護や医療ケアをどのように標準的なケアにあてはめ、強要 とさ

れる基準にまで到違 させるかを教育されているのです。

課 題 2:日 本 での経験 を今後 、 どの よ うに活 かせ そ うか ? オムの将来の 目標 は、助産師 になることです。

この芽は、ず っと私 が輿口末を持 ち続け、達成 したい 目標です。 しか しなが ら、この交流 プログラムによ り、

人 でにケア を提供す る他のすべての方法 を考 えるよ うにな りま した。 この交流 プログラム を重 して、 災客

看護の分野 を考 えるよ うにな り、輿ロオ、を持 ち始 めてぃます。 なぜ` だかわか りませ んが、 災害看義 を学、iヾ こ

とに私の宍口裁 は集中 してお り、 発の ことをよ く考 えてい ます。 お 癸らく、私の将 来の選択肢 と して、救怠

時や災害 とい った ときに、いつて'も 行勃に移 し、注意 を急 らないて'い ることを望 んでい るの だと尾い ます。

2009年 に我が国に損害 を与 えた津波の ことを考 えると、 それはサモアの国全体 に とって大 きな恐怖 であ

り、街 撃です。 自然 災害への対応 をよ くわか ってい る人 てもいますが、 その他 の人 では、 自然 災害が起 き

た ときに、 どの よ うに行)し なければな らな`い か理解 してい ません。 この災害 は不ムたちを脅か し、 また、

私 たちは被 害 を受 けた り、亡 くなった りした家方笑や友人の ことを恙れ ることはで きないで しょう。しか し、

この ことは、 自然 災害が起 きた時、 どの よ うに行動すべ きか、サモアの大 で を教 育す ることヘ ロを向 け る

ことにな りま した。 なぜな ら、 この 災害は数百人 とい う万ヒ傷者 を出 した初めての津波 だったか らです。 こ

れ と同 じよ うなことを、あ るサモアの哲学者 も述べています。「困難 なことに衝 拳 を文 けるのは よい ことで

ある。 なぜ な ら、 発の困難が次に訪れた ときに備 えるための教育 となるか らであ る」。



2009年 9月 29日 に津波がサモアを喪 ったとき、医療者による緊急事態への対痣の準備が整っていただけ
でな く、他の誰 もが一緒になって夕乙傷者を助けることに力を合わせました。 この問題に対 して、秀ムは、す
べての人マがもっと災害コII練 を行 うべ きだと考えています。

謝 辞 :長野県看讃大学の学長や スタッフの皆 さまには、 日本滞 在中にお世話 になるだけで な く、 この 交流 プ
ログラム参加のための資金援助 を してぃただ き、 大 きなBび とともに、感謝 を申 し上 げます。私 たちの 日
本での スケジュールは余溶 がなか ったですが、2か所の高船者施設では、とて も親切 に、く か らの笑顔 で私
たちを受け入れていただ きま した。 あ りが とうございま した。 また、実習 をともに行 った、 まるて'姉妹 の
よ うな 4人の学生に も感謝 いた します。幸代先生 と今井先生においては、オムたちに対 し十抱強 くぃて くれ
た ことや、 日本滞 在■のイムたちの安全 を守 って くれたことに軟意 を表 します。

この 交流プログラムすべては、互いの文化や習 1貫 、ヘ ルスケアサー ビスにおける技術 や技法の違い を共
有す ることによ り、サモア と日本の橋波 しとなるだけでな く、不ム自身の人生のケ乍くで もあ りま した。私、ScunoG
Ah― Fじ Gは 、看表専門戦 をめ ざすこの気持 ちを楽に して くれた長野県看叢大学のすべてのテ白ヒさまの暖か さや
寛大 さに深 く感謝 いた します。 ど うか、 このプログラム をこれか らも続 けて くだ さい。サモアの学生の看
表や 医療 ケアに対す る理解の向上のために。

SOIttEttOケ モノ さん 伊 p
私が 日本 に短鶏 留学す るにあたっての個人 目標 :

● 日本 とサモアの看護ケアサー ビスの違い をレと較 し、看護実威に応用できる技術や技法に関する欠口識の向
上 を図る。

● 日本の文化と習慣 を理解て'き る。
● 日本のヘルスケアサー ビスに参カロする。

は じめに :サ モア回立大学 と長野県看叢大学の間で交わ されている短期 交換 留学事業は、健康 に F口耳題 を
抱 え何 らかの支援 を求めてぃ る人 でへの質の高いケア を提供する上で、お互いの国が どのよ うに して
い るか を学べ る責童て'意 義のある事業だと尾ぃます。 2015年 度は 7月 26日 にサモア を発 ち、 8月 12
日帰国 しま した。 自分に とっては、 ま り効果的でバ ワフルな々をつけ、経験 を積 /ュ 、技術 をな く梯の
よ うな体験 にな りま した。看妻の核tと もい えるものは「ケア」 その ものですので、 もしイムたちが提
供す るサー ビスが受け入れて もらえず、不十分 なものて

｀
あれば、住 民の健康 が損 なわれて しまいます。

この事業は住 民への健康 における専 F弓 我 としての方法や新 しぃアイデ ィアのよ うな もの、創造的な も
の を自分 に もた ら して くれま した。 さらに、2つ の国の間の違いで考ぃたのは、 それ ぞれの国のヘル
スサー ビスが どう組み立てられて、 どう組織化 されてぃ るか を宍口ることが とて も人事 なのだ と氣づぃ
たことです。確 かに質の高いヘル スケアは、(どのよ うにすればよ り高いケア となるのか)定 義づける
ことがて

゛
きるのだ と実惑 しま した。また、この事業は日本 とサモアの両国の間の回い絆やフ レン ドシうプ

の躾成にも貢献できるのだと惑 じました。 どんなサー ビスがすべての国民に最高のケアを提供するのか、
を考えることもできます。ほかにも、サモアと日本で標準的に実施 されてい る看護ケアをレヒ較 したり、対
照的に見 ることはとても童要なのだと思えるのです。サモアと日本では、 ケア施設の量や建物の違いに表
れているように、両国の間の経済力の瑳ぃを実惑 させられましたが、 このよ うに違 うからこそ、お互いの
国の システムの建いや日本だからこ梁得 られる経験 をえられることは、 とても輿味深 く感 じらねました。

課題 |:日 本での経験 をどうとらえたか ?

私が実習のために日本に滞在し、サモアと日本の文化の瑳ぃや慈らし方はどのように違 うのかを学べる
ことは大変光米なことで した。 それは、人での挨拶のかわ し方、意尾rネ垂の方法、生活、立ち居振 る舞い
など「生きる」 とぃ うすべての行為における違いです。私がまずびっくりしたのは、朝、昼、 発して夕ま
でも人 マがあ うたびにお互いが声を掛け合い、挨拶をしあってぃる姿て

｀
した。看護学生としてまリインパ

ク トを持って学べたのは、サモアではかなりなカロリー を摂取する「食事」に関する日本の トータルな現
象で した。また、夏祭 1)での日本人の ドレスアップも、サモアとはかけ難れた方法で輿口木深 く思ぃました。

たとえば日本人が出会って挨拶 をするとき、サモアでは手 を握 り合 うところを、 日本では頭 を下げてお
辞儀 をするのですね。サモアでは食事のルールは決まって年長者が先に合べ、子 どもたちは最後なのです
が、 日本では衆うではナょヽぃのがとても面白い と′選ぃました。

日本の医療施設 自分がを見察 した り、体験 したことからは、 日本はサモアよりかな り、S、 んだんに提供 され
た資源や資材によって、ま り効果的な看護ケアが行われてぃた り、 とてもよ くオーガナイズ (ゃ りくりや
整理)さ れていると惑 じま した。 どの施設や部門 も利用者のニーズや希ピに基づ き、彼 らの港在的な健康
を満た したり、 どの部 F日 でも効果的なケアマネジメン トがなされるよう、異なった領域 ごとに十分にオニ

ガナイズされていました。ヘルスケアに強要なリソースやィタノ品はすべて、 ケア提供者によって用い られて



い ま した。 それは リハ ビリテー ションや 在宅訪 間の ケアにおいて も、 です。 サモアと日本の医療や看叢の

違 いの一つは、 まず経済的 な背景の違 いか らくるリソースの十分 さと不十分 さであると気づ きま した。 ま
た、 た とえばサモアにおける記欠口症のケアにはまだ確 固 と した、効果a,な マネ ジメン トがな されてい ませ

ん。ただ、たとえサモ ア と日本の間に経済的な格差があった として も、この二国間の交換 留学 システムは、
健康 を害 した人 々に ケア を行 う際の正確 で可能性の高い ま りRい ケア を提供す るためのお互いの国の矢口識
や情幸FRを 共有 ・交換 し合 う機会 とな ります。

課題 2:日 本での経験 を今後、 どのよ うに活かせ そうか ?

特に支援 を求めている特定の人 でへのヘルスケアにおいて、 くれを自分がオーガナイズされ、 しっか りと
マネジメン トされたや り方て

｀
提供するには、資源や資材が十分に整えられるべきだと巡いますcで もそのよ

うな物質に頼らず、 この実習で私が学んだのは、時間に沿 ってダイムリーなケアをきちんと行 うことです。
二国間の この交換留学事業で私は、 日本ではどのように医療や看讃ケアが行われているかとい う、欠口誠 と経
験 を獲得 しました。 この経験は、将来、私が助産師 として活功するとい う本来の目的と同 じくらい、 1,ハ ビ
リテーション (社会復帰、機能復帰)と い う機能における専 F弓 家としての役害1も 呆たてみたい、 との思いに
つながりました。 さらに母国で行われている 19nd9「 loving co「 9(恙 衰に満ちたケア)と 同 じように、母国
サモアでは日本て

゛
経験 したケアの方法 を適用 してみたいと思っています。

災害看護については、滓波の よ うな災害に装われた ときに、 どんな対応 をす るのか とい う点 でサモア と日

本 では類似点があ ると見 出せ ま した。 た とえば、津波が起 こった時、 その時 とっさに何が起 こったのか、何
をすればよいのか人 々はパニ ックになって しまいます。 で も、 しっか りと教育がな されていれば、人 では安
全 を整記 して危険 を回避 し、少 しで も早 く高台へ と避難す ることがで きます。 今回、い くつかの 災官場盃 を
超定 した演習 を通 して、 日本にはサモアでは見いだせなか った様 な思 ぃ付 きがあ る、 と実惑 しま した。経済
的 な背景 は花 かに異な るサモア と日本ですが、固い友情 と絆で結 ばれた この事業が続 くFRり 、 この よ うな看
妻の核tに もつなが るア イデ ィアや情報 を共有 してい くことがで きると考 えます。

謝書 :母校 (サ モア国立大学)で私 を留学生として選抜 し、渡航にあたっての費用などについてもスポンサ
ー となって くれた看護学生逹盟の学生の皆さんにおネしを述 ＼́ます。 そして長野県看護大学のすべての皆さ
ん、す逮先生、2週 P口弓もの間、ずっとた くさんの丈接や美ロペしくて珍 しい食ぺ |タアの差 し入れをありがとうご
ざいました。オムが旅立つにあたって折後の看護職 としての人生のあ り方についても、色でな指商 をく″した
母校の仲間たちには本当に感謝 してぃます。そして、実習だけでな く日本の乗商えな自然や楽 しみ を孝欠えて
くれて、いつも一緒に行動 を共に し、寄 りくって くれていた看護大学の 4人 のチーノヘメンバーには、本当
にありがとう !!を 言いたいです。

*ノ アさんからの レポー トの末戸毛に、 ノアさん自身が考えた日本語のメッセー ジがありま したので、共有さ
せてください。帰国 してもなお、 日本 とつなが りたい、その気持ちがを しいですね。

“]Hi Watashi wa NOa‐ san"

Watashi wa kono ryoko no tame ni,watashi O kOen shite itadaki arigatOgozailmasu.

Kore wa watashitachi no bOken ryOkO nO gakushu desu]DomoArigatogozailnashita,

MataaiュnashO Samoa e kittekudasai.

高齢者福祉施設で大好評を博したお二人。2016年は、サモアに行く本学学生ともぜひ触れ合ってね !



留学生と履修する「国際看護実習」つて、どんな体験?!
実習前の予想は?:多文化共生看護学で学んだ「異文化ショック」つて ?

自分が意外に気が付いていない「エスノセン トリズム」?!

実習中の私たちの気持ちの変化をバイオリズムで描いてみました :

黒 :20131003 青木優果

① 英語がわからないし、留学生がどんな人なのか顔と名前しかわからないし、しっかり実
習をやつていけるのか不安だった。どんな実習になるんだろう…

② 留学生に会つた初日。留学生はとっても明るくて元気、楽しく過ごしていけそぅ…。こ

れからどんな話ができるのか楽しみ♪いよいよ実習が始まった!!

③ コミュニケーションがうまくいかず、疲労も重なり、ピリピリし始めた。報告会のテー
マの話し合いもうまくできず、留学生からは “anything"準備が全然進まない・・・

④ 思いつめてきたころ、オープンキャンパスにて勉強から離れる。ダンスを教えてもらっ

て、一緒にご飯を食べたり、楽しく過ごして体むことができた。

⑤ 養命酒のカフェで体憩!(^^)!初めて飲むハーブビネガーラテがとてもおいしかった。
留学生2人もNCNメ ンバーも楽しそう。このあとはJICAに いっておいしいご飯を食べ、
たくさんの人と交流できました。派遣員の方たちの積極性に驚いた !

⑥ 実習に戻り、報告会の準備を進める。テーマがうまく決まらず、みんなイライラ(性*)NCN

メンバーで少し決めたけど、前に決めたものと変わってしまっていた。うまく説明でき
ず、留学生が怒っているように感じてしまい、悲しくなつてしまった。

② 国際 Iの授業を一緒に受けた信大生の元へ !松本で楽しむはずが報告会の準備に追わ
れ、宿でずつと報告会の準備。焦りで追い詰められて疲れた…

③ 報告会の準備が終わらない

“
焦りだけが生まれる。人は来るのか、英語を通訳できるの

か、リハーサルできる??何もかも終わらない!!

③ 実習が終わった。あっという間の2週間でもう終わってしまうた。振り返ると色々なこ
とがあつて疲れたけど楽しかった。もうお別れだと思うととても寂しくなってきた。も
う会えないのかな?



白抜き :20131008 -志  歩乃加

① 2人に会うまでは楽しみの反面、伸良くなれるのかな?と か、うまくコミュニケーショ

ンがとれるかな?とか、いろいろ考えることが多くて、少し緊張もありました。この日

は、2人の到着が遅れて、気が抜けてしまった (笑 )

② 初めて会えたことに感動＼ (八 。̂)/

2人 ともすごくフレンドリーだつたので、すぐに仲良くなれてほっとした。

③ 成果発表会の話し合いが思うように進まずに困つた。

④ 養命酒工場の見学、」ICAに 行つたり、オープンキャンパスの準備を一緒にしたり、楽し

いことがいっばい !

⑤ 成果発表会のテーマを、事前に6人で話し合つた

'一
やから、NCN学生が留学生 2人に

相談することなく変えてしまった。テーマを変えた理由を、2人に伝えそびれてしまっ

た,頭上藍巽皇雲∴星罹≧手季岳::矢Я≧を夕¢,ここま姦:雪魯:!::テ::I
ら少しずつ気持ちのすれ違いを感じていたのとで、悲しい気持ちになうてしまうた,NON

学生が2人に謝ると、2人は「実習で疲れてい■からそう二暴■
―
r11で|ぉ|→

=Ⅲ

と`

魏 永二託丁ヒ五告任転雅 1量 墓 鮮 転 ゑ 基 絡 聟 箋 i
どうしたらまた最初の頃のように戻れるのかが分からなかった。          |

⑥ 信州大学のキヤンパス見学や、松本協立病院での糖尿病教室のために松本に行つたと電

車の中でみんなでアイスを食べたり、ファミレスに行つたり、宿舎でサモアの歌の練習

をしたり、とても楽しかった !松本プチ旅行をきつかけに、また6人の絆が深まったよ

うに感じてうれしかった＼(^o^)/

⑦ 成果発表会直前でナーバスになつている。準備時間が足りなくて少し寝不足だつたとH。

③ 2人 とのお別れのことを考えると、とつても悲しくてとっうっても寂しい(;0;)



実習前に 15回の遠隔授業 (高等教育コンソーシアム信州)

「国際看護学 I」 でT緒に学んだ信州大学医学部保健学科の

仲間との合同企画 IN 松本
～とうだ、モニ

'一
だl十で畑ιI合 っていた信六の許んなに会いに行こう～

8月 5日 、わたしたち国際看

護実習履修生 6人で、電車に乗

り松本に行きました。NUSに
とつては、これがはじめての電

車旅。松本に着き、その日の夜

は信州大学の学生 と合流 しま

した。この信州大学の学生は、

6～ 7月 にかけて本学学生 と

国際看護学 Iの遠隔授業を履

修 した生徒たちです。そのた

め、こうして直接会 うのは初め

てでした。夕飯をともにしなが

ら、サモアの話や実習の履修動

機、お互いの大学生活、将来の

夢などを話 し、大いに盛 り上が

りました。

信大の皆さん、コンツーシアム事務局の玉井さん、信大病

院で活躍中の卒業生の宮澤江莉さん、2009年既習卒業生の宮

澤奈津美さん、快い受け入れと入念なご準備をありがとうご

ざいました。できればもつとじつくり交流したかったね。

翌日の 6日 に|ま、信サllil大学に

訪問しました。浴衣を着た信大

生が出迎えてくれました。信大

生より、松本に関するプレゼン

とお茶の紹介をしてくれまし

た。NUSには実際にお茶を体

験する機会も作つてくれまし

た。わたしたちからは、国際看

護実習を通して学んだこと。前

日の夜 6人で一生懸命練習し

たサモアの歌を披露 しました。

その後は、信州大学内の案内を

してもらい、昼食も一緒に食べ

ました。画面上でしか会ってい

なかった、一緒に勉強した学生

に直接会 うことが出来てとて

も嬉 しく、このような機会を持

てて本当によかつたです。
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松本のマチナカ、町屋風のグスト

ハウスでは、学生だけの夜を過ご

すことができました。玉井さん素

敵な宿の御紹介をありがとう !!
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平成 図7午 8月 5～ 6回 松本にて



彼らから見たら私つてどんな「パパラギ」 !?今年来学した 2人を紹介します !

|!  .「 「   !■   ` |■

i   ●・ ‐―    ′7

いつも察顔をERるい″クティ7むtの子。優しくていつも張臨で声を殉ll十て

くれる。兄弟で勝自分ひこιI勾1守の子で家事全般を担っている。家藤をしても六期に考えていて、国際電話で

勝毎回泣いていた。性格勝しても社交的で日本のことを学lどうと0う奪勢おB真摯に感じられた。蹄産師を目指

していた。ティス白ッションでlき自分の意見をlき っとユI伝えてくれるお1、 報告会の内容むどを話し合うと、私

たうにとても気を遣って
い
なんでもいい

中
とぃぅことも多白1っ た。かく NCN学生の冗譲にのってくれていた。

変顔もかくしていて同ιIを集わせていた。Tンス海1こても得意で地元で勝軟会でも軟えていた腕前。軟え有も

上手で、一つ一つ丁寧に軟えてくれた。運動殉1得意でバスケのド|′ ηfとが上手だった。aべること殉亀好きで.

占菓子やコーラlき六好きだった殉1、 日本に来て持に気に入っていたの勝
"蒟

蒻組のぜ E「 _"だ った。のこ越し

力1好とだとうで、スーパーや生協で買って禽べていた。来年十七7に行く後輩に勝Ⅲ是雪r′ ″に「面蒻細」を

お生産にして滋して停しいなあ・・・・

7モ

えポー'V六好きⅢ箭肉もιIも ιI Pでかっこいい守の子に人気の男の子。同様に家族をと

ても太tBにしていて家藤この電話でl参漂ぐんでいた。彼もBれ産師を目指していた。(サ

モ7で l参男性も就ける)実習施設でlき携帯で認知症について調べ、積極的に意見を述べ

てくれた。春痣.対象者の有や先生与私たうにもたくさん買間をしてお叫、理解しかう

とする真面日む響白t見られた。Tンスが六好とでも真剣む話し合いをした後にTンスの

耗要のための練習を始めるこ顔つとお`変わιls服を脇いで男性パ…卜を隔ιI始めていた。男性

'Aの
構練習も

'Aで
しているここ角1多かったれ4私たうにも教えてくれた。彼にこって休憩l参六翻でⅢ報告会前で NCNメンパ

ー殉1焦 っていることてlitぶれずに休憩して,1たん1、 依課後鯵体育館でスポーツをして楽したていた。日本に来

て持に気に入ってιlたのl彦
“
花火

中
で、持って爆ιIたいこ話していた。(飛行機に勝持与込めないのでもらっ

た花火lき全てやって儒 II参 した。)

ろょつとこほれ話 : 帰国前にガこルズから持ろ帰れないほどのお生産をもら
つたアモさん。帰国前の荷物チェックを徹底的に定例化した富越、◆回も駒ヶ
根の出発前夜、卒業生や在校生のボランティアの力も借りながら宿合で蜜学生
2人の荷物をそれとな―くチェック |。 ・・場面 :アモさんの部屋 i「 その大
きな袋の物体は何 !?」 (み )、 「いや、これは…持つて帰るア〕`ら 。・・」(ア )、

「どうして ?イ]に使ったの ?置いていけないの ?絶対『超過料金』になるよ」
(み )、「これお土産にあげようと思つたけど、飛行機乗り換えの時に壊れちゃ
つたから・・・」(ア )、 よく見るとサモアの伝統的民具「タノア」の足が靭本、
割れて外れています。「いいよ、いいよ、その気持ちが嬉しいん`ら、受け取ら
せてもらうよ」(み )、 「 じゃあ、一晩待って」(ア )、 「 ?!」 (み )・ e。 そして
旅立ろの朝。割れたタノアをすまなそうに差し出したアモさん、外れた足の接
続部分とタノアの本体に共通のNαがアモさんの手書きで示されています 。・・

「昨夜、パーツごとに組み合わせてみた。ここにこれを接着してほしいんだけ
ど、接着剤がなくて 。・・」。アモさん、日本の支子はそういう気遣いに弱い
のよ !お土産本当にありがとう。さて、成田空港ではニュージーランド航空か
ら突きつけられた超過料金請求善に真っ青 Iの宮越。持つて帰つたのはお生産
だけなんだろうね 。・・ !?でもまっ、いいか。来年、また会ゐうね。



冨学生への支援ボランテイア学生による感想 :

プライベート・タイムでのフォローは、双方にとつて大変貴重な体験になりました。ありがとう !

日乍  蹴 肇 雛 な副 霙 秤 蟄 とてをご二こЭとうと詈正 τ環塁ことこ打4tttF

けれども、留学生とボランティアに参加した友人たちで一緒にバレーボールをして楽しんだり、会話を

する中で少しずつ知つている単語をつなぎ合わせ、自分からコミュニケーションがとれた時はとても嬉

しかったです。また、日本の文化に触れ、驚きながらも喜んでいる彼らが印象的でした。

2年 塚田加奈子

ボランティアのアンケー トより

( (lilli,IIヽ

tiⅢ

私 雄配索薯簡納 どF鷲理魏縁離森翠
とや兄弟が多いということを話してくれました。サモアは日本とはまた違う雰囲気の国だと感じ、きっ

とサモアと日本との看護にも違いがあるのだろうとも考えました。私も簡単な挨拶やこの大学を見てど

う思つたかなどを直接話すことができ、言語も違い、異文化で育った方と話すのは、新鮮でとても楽し

かったです。交流会の短い時間では、わからなかつたサモアの暮らしやサモアの看護事情をもつと知り

たいと思いました。

1年 湯浅美香

③ 花火は映像でしか見たことがないと、手持ち花火をとても喜んでくれて嬉 しかった。

③ 言葉の通じない人との会話に壁を作つていたが、私が笑 うと相手も笑つてくれて、言葉ではな

い繁がりをもつ楽 しさを学ぶことができた。

◎ 自分の伝えたいことがうまく伝わらず、もどかしさと悔 しさを感 じた。

③ 普段、なかなか会 うことのできない国の人々に関わることができて、良かった。

◎ テス トや課題があつてあまり参加できなかつたので、もつと触れ合いたかつた。

③ ぜひ、サモアにも行つてみたい !!    .

ｉ
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平成 27年 度「卒業研究」演習      2015年 8月 4日 (日 )於 :本 学基礎看護実習室

災 害 時 を想 定 した サ モ ア の看 護 学 生 に よ る看 護 と看 護 技 術

長野県看護 大学 4年  横谷美沙紀

指導教員 :宮越幸代・ 那須淳子・ 田村かお り (基礎看護 学講座 )

演習時サ ポー ト :今 井家子 (基礎看護 学講座 )、 中塚菜 々 (4年 )

西澤愛・藤 田ゆ らら (3年 次国際看護 実習履修 生 )
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夢例解説 :2009年 サモア沖地震を想定  安否確認と自己紹介はかなり丁寧  着衣 (ラ バ ラバ )を 裂 いて応急処置

“万能ラバラバ
い

は担送にも使 える   毛布を巻 き込んだ担送 も演雷   ラバ ラバで三角巾固定 もや ってみた

l饉

4

倉J傷 処置の基本はそれほ ど変わ らない?!無 菌操作で見せたプライ ドと自信 サモ アではた っぶ りの消毒液 を使 う

!韓||||
1等

一鶏
一

墓

日本の湿潤療法も披露    ラバ ラバの正 しい巻方 は、 こうょ ! 後 日、質問へのフォローをば っち り !
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【目的】サモアの看護学生 2名 が災害発生 を想定 した状況で行 う看護や看護 技術 を観

察調査 し,日 本 との違 いやサモアの独 自性 を分析す る。それ を元 に,災 害時 な ど日本で

の物的資源 が限 られ た状況で応用 で きる看護や看護技術 を考察す る とともに,国 際協

力の際に紺象 国に合 つた看護協力の方法 を検討す るための示唆 を得 る。

【方法】サモ ア A大 学の看護学生 2名 に災害時 を想定 した 4場面 -1)地 震発生時の避

難行動,2)地 震直後の搬送・創処置 。骨折の固定,3)患 者のフィジカルアセスメン ト,4)

避難所での トリアージ ーにおける看護 と看護技術 を実際に実施 してもらい,そ れ らを多角

的,全 体的,及 び洞察的に観察 し,正確 な描写化 と再構成 を行い ,分析 した。

【結果 】 日本 の看護や看護技術 との違いは,①想 定 した事例の麻痺 の原因に対 して 「脊

椎損傷が考 え られ る」 とした判断,②骨折部の包帯固定や搬送,創 処置にお けるラバ ラ

バ (サ モアの伝 統的な腰巻布 )の 使用 ,③骨折部 の副木固定にお けるバナナの木の使用 ,

④ 多量の消毒液 と深膿 盆 を用 いた創 処置 ,⑤患部 を最 も厚 く巻 いた包帯法 に認 め られ

た。看護学生 は全ての場面で患者へ の声掛 けや働 きかけを優 先 し,「 I'm a nurse.」

や 「In my opinion・ ・・」,「 She is my patient.」 とい う発 言 を繰 り返 した .さ らに

学生間での判断が異 なっても,安易 に 自分の考 えを翻す ことはなかった .

【考察 】骨折部 の包帯固定や搬送 ,創 処置 にお いて使 用 され た ラバ ラバ は, 日本 にお

いては身近 な着衣や手ぬ ぐいな どで代用す るこ とも可能 であ るが ,大 き さが十分で切

り裂 きやす い点 ではサモアの独 自性 が考 え られ た。日本 と違 つた看護や看護 技術 につ

いて ,麻痺 の原 因を脊椎損傷 とした判断 には 「①疾病構造の違 いか らくる対象の とら

え方 の違い」,創 処置 における多量の消毒液 と深月農盆の使用は 「②方法の違いか らくる

使用物品の違 い」,患 部 を最 も厚 く巻 いた包帯法には 「③使用物 品の材質の違 いか らく

る方法の違 い」が考 え られた。国際看護協力 を行 う際には,日 本 との違いを知識や技術

の不十分 さのみ か ら見 るのではな く,こ の よ うな違いの背景 となってい る対象国の物

品や慣習・ 常識 を理解 した上で協力 の方法を検討す る必要性 が ある。また,常 に患者 を

優先す る対象 国の看護職 が感 じてい る責任やプ ライ ドを考慮す ることも重要である .



災害時に必要な力
ニサモア留学生との災害事例の検討―

みやこし さちよ
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災害時の看護対応についての意見交換

2015年、この夏も本学と大学間

協定を締結 してしヽるサモア国立大学

から、2人の留学生がやつてきた。

留学生は、帰国後間もなく看護師資

格試験を受験 し、2016年の年明け

から地方病院で1年間の□―テーシ

ヨン研修に入る最高学年の学生であ

る。サモア |よ 2009年には大津波、

2012年には巨大サイクロンと、近

年大規模な自然災害に見舞わイ孔てしヽ

る。そこで、災害発生時の事例設定

を行い、その 際の看護対応について、

本学の学生 と留学生が看護技術や意

見を交換する機会を企画した。

身近なものを使つた看護処置と、留学生が見せた自信

留学生|よ 、設定した事例に対して

自信たつSミ リに、ときに(よ留学生同

士で異なる半」断に意見を戦わせナよが

ら「自分な りの解釈と方法」を堂々

身につけていた布を引き裂いて包帯をつくる

夕
″イト

と披露してくれた。たとえば応急処

置では、サモアの伝統的な衣料であ

り身近な日用品でもある「ラバラバ」

(男女が身につける木綿の大判布)

を使つた包帯法や搬送法を紹介して

くれた。そのほか、辺りに生えてしヽ

るバナナの幹を使つて、骨折部を固

定するための副木固定法が実演され

た。大事故や災害の際、負傷や症状

の緊急度にしたがつて優先順をつけ

る「トリアージ (選別)」 の最後に|よ 、

心肺停止で指先だけがかすかに動く

事例が提示された。その事例検討で

|よ、留学生の 1人が「黒 !」 と即断

するや否や、もう1人が「まだ指が

'〕

す`かに動しヽているじゃナょぃか、ベ

ストを尽くす ! 赤 !」 と反論した。

続けて、先程「黒」と判断した留学

生が「他の憲者もたくさんしヽるのに、

そつち|よ どうするのI?」 と強く迫る

と、「しヽや、可能性がある限り精一

杯尽くす !」 と返答するなど、互い

に譲らない場面も見られた。また、

常に被災者の観察を優先し、どのよ

うな場面でも「大丈夫」「落ち着しヽて」

としヽう声,〕 け`を欠かすこと|よナょかっ

た。そして、そうして観察や声かけ

することが「平時と|よ異なる場面だ

からこそ重要だ」と、繰り返し主張

した。

お互いに使しヽ慣れない英語を駆使

し、実習室で災害直後の現場を想定

した設定には、多くの限界があつた。

しかし、与えられた事例や環境に全

く躊躇せず、次々と自分たちの考え

や行動を体現する留学生の姿は、で

きる力を最大限発揮しようとする一

人前の看護職者そのものだつた。

有事に必要な応用力と基確力、リスク回避の力

東京都が全戸に無料配布した『東

京防災』は、素人でもできる応急手

当や生活の知恵と工夫が掲載された

防災マニュアルブックである。好評

のため有料販売を始めたところ、注

文が殺到して品切れとなつていると

いう。国民の防災意識の高さの表イ1

とも考えられるが、それらを即座に

実行できる力をつけておく備えこそ

が重要である。大事故や災害で|よ同

時に多数の悪者が発生するが、そう

したときにその場で即座に応用を利

かせる力や、基本となる原理原則を

踏志えて実践できる力が求めらイl

る。 トリアージのようにさまざまな

リスクを踏まえつつ、直ちに的確な

判断ができる力も必要となつてくる

だろう。『東京防災』には、応急的

な対処や判断に伴うリスク、その予

防策まで |よ示されていなしヽが、有事

には2次的に発生するリスクに注意

して対処できることも重要であり、

医療職者 |よそうした力を日ころから

身につけておく必要がある。今回の

留学生との災害時の事例検討は、医

療資機材や人材に恵まれた環境下で

の経験だけで|よ培えなしヽ力について

考えるよしヽ機会となった。
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担当教員より、国際看護実習を終えて… 鍵
近年、南米ウルグアイのホセ・ムヒカ氏による「一番貧しい国の大統領」のメンセ~ジが話題に

なつています。利便性や効率を追求し、物質的な豊かさを希求してきた国際社会で、今、本当に必

要なことは何なのか 。・・ ?着任と同時にこの実習を担当して 7年になる当方にとって、サモアと

の関わりは、いよいよ「大切なことは目に見えないんだよ」という星の王子様のメッセージを確か

めるような思いになってきています。そしてこの 11年間に輩出されてきた既卒の実習生たちも国内

外で活躍中です。現在は、菊池郁希さん (2009年度 「受け入れ年」履修生)がパラグアイで、笠井

いずみさん (2008年度「渡航年」履修生)がマラウイで、看護職としてのJICAボ ランティアで活

動しています。先輩たちが念願の旅先で見つけたものを近い将来、後輩たちに伝えに来て下さるこ

とを楽しみにしています。               「国際看護実習」科目担当 官越幸代

今年はサモア出発時に飛行機の トラブルで 1日 遅れの到着となりました。深夜に到着 しその朝 ｀

から2年生の授業で、そして昼には教員の歓迎会でパワフルなサモアンダンスを披露してくださ

いました。その後も行く先々でダンスを・ ・ 。という要望に応えて気持ちよく踊つてくださいま

した。学生たちは、プラムの里での実習や訪問看護で知った日本の高齢者ケアとサモアの高齢者

のケアの違いを話 し合 うことができました。毎年のことですが発表のためのまとめをする時に本

学の学生たちは、言葉がうまく出ないもどかしさを感 じているようでした。サモアにないものを

英語で説明する難 しさ、英語の辞書にはないものを説明する難 しさ、日本語で話 し合っても難し

いことを英語でしなければならないなどい くつかの難しい環境の中で、4人の話す力は確実に伸

びていきました。6人で泣いたり笑つたり、よそ行きではない本当の国際交流が出来たと思いま

す。この実習を通 して本学の 4人は言葉が通じない人にも自分から話かけることができるように

なったと思います。そしてサモアの二人に とってはホームステイや地域の祭りへの参力日も含め、

一生忘れられない貴重な体験ができたと思います。きっと来年本学の学生が訪問した時には頼も

`1     
‐ターになつていただけるで しょう。          .

:    1                 
基礎看護学講座 今井家子
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大きな身体に、弾けるような笑顔。サモアから頼もしい 2人の看護学生がやってきました。私は、

サモアのお隣の国、 トンガにて 2年間、看護教育に携わった経験があるため、懐かしい気持ちにも

なりました。サモアでは、医療水準は高く′まなく、衛生材料や薬品なども十分ではありません。し

かし、そのような状況の中でも、彼らができる最高のケア、Tender Lovi工 g Careを提供していると、

誇らしげに話 していました。実習先の施設では、家族のことを想い、涙しながらも、施設の設備や

日本で行われている高齢者看護に関心を示 していました。彼 らの Health Care Providerと しての誇

りや自信、そして家族を思 う心は、本学の学生にとっても刺激になったことと思います。彼 らは、

Friendshゃ という言葉を残 して帰国しました。異国の地で得 られたこの友情は、今後も続いていく

ことを願つてやみません。

基礎看護学講座 田村かおり



～国際香護実習を終えて、現在思うこと～

20131008  -志  歩乃カロ

実習を終えてから時間がたった今でも、思い返すとなつか しくて、あの日々のなかに本当に私はいたんだ、と

不思議な気持ちになるくらい充実した時間を過ごせていたように感 じます。私は実習が始まるまでは、さほど緊

張もなく、むしろ楽 しみな気持ちが大きくて、実習が始まつて初めて留学生の 2人と会ったときも、興奮 してず
っとはしゃいでいた思い出があります。実習で困つたこと。悩んだこととして、一番大きいのはやはリコミュニ

ケーションがなかなかとれないこと。実習が始まったばかりの頃は、お互いに “会えてうれ しい !"と い う感動
が大きかつたので、言葉が通 じなくても、笑つて許すことができた り、何 とかして伝えよう、理解 しよう、とお
互いが努力できていました。 しかし、実習や、お互いの学生に対 して慣れが生 じてくると、最初の頃に感 じてい

た新鮮 さがなくなり、さらに実習の疲れも重なって、いらいらを隠せなかつたり、お互いを思いやることが難 し

くなつて、気持ちがすれちが うこともありました。 しか し、それに自分たちで気づき、立て直すことができて、

本当に 6人の絆が深まったと感 じ、今は、あのときはつらかったけど、それも含めてこの実習での大切な学びだ
と、なつか しく思えるほどです。実習メンバーで過ごした時間はひとつひとつが大切な思い出ですが、中でも一

番心に残つていることは、サモアの歌やダンスを 2人に教えてもらいながら一緒に練習 したことです。 日本でサ
モアの歌やダンスをすること、これが文化を学ぶってことなんだなあと実感できた瞬間で した。数えきれないく
らいに多くのことを学べたことも、海を越えた向こうに共に学んだ仲間がいることも、私のかけがえのない宝物
です。うまくいかないと涙を流すこともあり、大変なことも経験 したけれど、私を成長 させてくれたこの実習は、
戻 りたいと思 うくらい楽 しく、幸せや喜びを感 じることのできた時間でした。

20131017 ′Jヽ)|1 多茶々

国際看護実習が終了して、留学生 2人を成田空港で見送ってから、はや 8ヶ 月近くが経ちます。国際看護実習
を通して、私は「自分の弱さ・強さ」を認識 しました。言語の壁を感 じた時には自分の英語語彙力のなさや思い
切りの悪さに落胆し、その一方で相手と分かり合いたいという自分の意志の強さや留学生を思いやる気持ちの強
さに驚きました。これらの気付きが今後にどう活かされていくかは自分次第ですが、英語のみならずすべての分
野において学習意欲の向上に役立っていると自負しています。

実習では予期せぬ出来事もあり心労が耐えませんでしたが、それでも “異文化"に触れたことは、自分の適応
能力を試したり、既成概念を変えたりと良いきつかけになると感じています。自分にとっては、

`国
際看護は 1年

時のボランタィア活動より始まったと思つていますが、その終わりは未だに見えていませんcむ しろ、この先の
国際看護に対する思いが実習によつて強まったように思います。
今でも懐かしく思い出され、時々会いたくなります、サモア留学生の太陽のような笑顔と魅力的な歌声にい。

実習期間のみならず選考 。準備期間を含めると長かつたように感じていた当時と違い、今では「もつとあの時間
にいたい」とその時間の短さを恨めしく思うこともあります。あの時・あの仲間でしか経験出来なかったことは
一生忘れがたい「宝」となりました。この実習に参カロできたことは、本当に感謝しかありません。この実習で学
んだこと、感じたことを忘れず、これからも多角的な視点で世界を見つめていきたいと思います。

ちよつとこばれ話 :短期交換留学は 2週間という限られた期間。一日が 24B寺間あ
つても、実習外でも、滞在を目いっぱい楽しむ留学生からは目が離せません。ある
時、「ベル・シャイン」に出かけた 2人。「ごみゼロの日」という表示に疑間を感じ
たそうです。「ここには一つもゴミなんかないのに、どうして?1」。間くとサモア
でもこの6月からごみを捨てたら 100USドルの罰金制度と声dっ たそぅです。ごみ
がないのにごみゼロを大ノマ的に設定する日本。ここまで大々的に掲げないと日本は
ゴミの出になつてしまうのか?新カリキュラムで始まった「国際香護学Ⅱ」で(ま、
そんな日本の文イヒ・習慣の紹介を外国人講師の視点から鍛えていただしヽています
が、自分たちがそれを正しく理解し、伝えることは予想以上に難しいことなのかも
しれませ々。来年度はサモア国渡航年、サモア政府はたっぶり沼まつた罰命をどの
よう|1国民に澪元しているでしょうか?来年度 3年生となる皆さん、差非その目で
確かめてみませんか?



20131003  青木  優果

実習が終わつてすでに 5ヶ 月が経ちます。去年の夏は留学生と接 し新鮮な 2週間を過ごしました。話 したいこ

とが伝わらない、伝えることができない、相手の話 していることが理解できない、大きな困難に直面していまし

た。このことを辛いと思うこともありましたが、言い方を工夫 し、単語を並べてなんとか伝えようとすることが

楽しいと思 うこともありました。また、留学生の明るい性格や笑顔に助けられ、たくさんのことを学ぶことがで

きました。施設での実習では私自身も初めての体験ばか りで、海外がどのような制度で医療職が動いているのか、
日本の制度についても説明できるほど理解 していない状況だつたため、日本語でもできないことを英語で彼 らに

説明するなんてことは難しかつたです。そのような中でも NCNの メンバーと協力して文献を英訳して渡すなど
工夫を考えることができました。カンファレンスでも1人で何とかしようとせずみんなで協力して訳して彼らに
どのように伝えて言つたらいいのか頑張りました。伝わる伝わらないは別にしてメンバーで話 し合いながら楽し
く実習できたことが良かつたと思います。

20131069 増澤 真菜実

実習を通して、言語、文化、価値観の違いなど多くの違いを感 じることがあつた。そのため、NUSの学生にな
かなか自分の考えや日本のや り方に理解 してもらえず悩んだことが多かつた。 しかし、この時にただ"違 う"だけ
にとらわれるのではなく、どうしてそう思うのか、そう考えるのかというその考えや思いの裏にある背景を知る
ことが非常に大切であることを強く学んだ。背景を知ることで相手の考えを理解しやすくなったり、相手にも自
分の文化や生活習慣などの考えの背景になるものを知ってもらうことで自分の考えも理解 してもらえることがわ
かった。お互いの考えていること全てを理解し合うことは難 しかったが、お互いのことを"知 りたい"と いう気持
ちを持ち、関わることにより少 しでも多く、お互いのことを理解 し合えるのではないかと感 じた。このことは、
国際看護だけでなく患者さんと医療者の間でも言えることだと考えた。この実習では、普段の講義だけでは学ベ

ない看護を行 う上で非常に大切なことを学んだと感じた。

国際看護実習は、入学時の頃から興味があったが、受け入れの年で実際にサモアを訪れることができないこと
や本当に自分が実習をやり抜くことができるか不安になり履修の希望を出すかどう力W脳んだ時期もあつた。しか
し、受け入れの年であるからこそ、自分が普段当たり前だと考えていたことが当たり前ではないことに気づけ、
NUSの学生と話し合うことで看護について改めて考えるきっかけになり、これからの自分の看護職者の像につい
て考えることができて本当に充実した実習になつた。あのとき、自分には無理だと諦めず、一歩踏み出すことが
できて本蓮によかった。この実習で学んだこと、考えたことを忘れず、これからの実習や臨床の場で活かしてい
きたい。

新カリキュラムとなり、助産師志願の私たちも「国際看護実習」 きました 11
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サ
モ
ア
の
文
化

留
学
生
が
紹
介

贔
圏
期
割
饉
趨
鬱

歌
と
踊
サ
披
露

県
看
護
大

（駒
ケ
根
市
）
で
１

日
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ

り
、
サ
モ
ア
国
立
大
の
学
生
２
人

が
見
学
者
ら
に
サ
モ
ア
独
立
国
を

看
護
や
医
療
に
関
す
る
知
識
の
吸

収
に
意
欲
を
見
せ
て
い
た
。

と
も
に
応
用
科
学
部
看
護
学
科

３
年
で
、
男
性
の
ソ
ィ

・
ア
ペ
ラ

ア
モ
さ
ん
（２４
）
、
女
性
の
ア
ウ

・

フ
ア

・
サ
ウ
ノ
ア

・
フ
ァ
ア
イ
グ

サ
モ
ア
の
文
化
を
紹
介
す
る
フ
ア

ア
イ
グ
ア
さ
ん
（左
）
、
ア
ペ
ラ
ア

紹
介
し
、
母
国
の
歌
と
踊
り
を
披

一す
る
な
ど
し
て
い
る
。

露
し
た
。
看
護
大
に
短
期
留
学
し
一　
２
人
は
こ
の
日
、
南
太
平
洋
に

て
上
伊
那
地
方
の
高
齢
者
施
設
で
一あ
る
サ
モ
ア
の
人
口
や
衣
服
な
ど

実
習
な
ど
を
し
て
お
り
、
日
本
の
一を
英
語
で
紹
介
。
ア
ペ
ラ
ア
モ
さ

一ア
さ
ん
（２４
）
ｏ
７
月
下
旬
か
ら
２

一週
間
の
日
程
で
、
高
齢
者
施
設
で

一入
居
者
の
ケ
ア
な
ど
を
実
召
。
両

一国
の
文
化
や
社
会
的
背
景
が
看
護

一に
も
た
ら
す
影
響
を
比
較
、
考
察

一ん
は

「質
の
高
い
ケ
ア
を
学
び
た

一
い
」
。
フ
ァ
ア
イ
グ
ア
さ
ん
は

「日

本
と
サ
モ
ア
の
医
療
設
備
の
違
い

を
学
び
た
い
」
と
話
し
た
。

看
護
大
の
宮
越
幸
代
准
教
授
に

よ
る
と
、
サ
モ
ア
で
は
高
齢
者
が

非
常
に
敬
わ
れ
て
い
る
。
平
均
寿

命
も
伸
び
て
お
り
、

「
互
い
の
い

い
と
こ
ろ
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
た
。

日

富日本寸新田の複合福祉施設プラムの里は 7月 31
日、案習で施設を訪れていた南太平洋の島国サモ
アの短期留学生 2人を囲んだ国際交 流会 を開い
た。県看護大学 (駒ケ根市)の学生とともに、民族衣
装を身に着けた 2人が自国のダ ンスと歌を披鋸。
施設の入居者や利用者 ら約90人 と触れ合 った。

留 学生 2人は、サ モ ア国立大学 看 讚 学科 3年
生。県看護大学 とサモア国立大学は学生短期交換
留学協定を結んでお り、隔年度に留学生を送 って
いる。今年度は県看護大がサモア国立大生を受け
入れ、 ともに24歳のアモさんとノアさんが 7月 27

南国の踊り「にぎやかだね」
プラムの里サモアの留学生と交流

日から約 2週間の日程で来 日している。
実習の一環で、留学生 2人と県看護大生 4人は

7月 29日 から 3日 間、プラムの里を訪間。お年寄
りの看護計画の作成な どを通 して、高齢者施設で
のケアや両国の看護の違いを学び、互いの文化に
理解を深めた。

最終 日に開いた国際交流会は、留学生 2人がサ
モアのダ ンスや歌などを発表。両国の小旗を振 り
なが ら見 入 った利用者 らは 「にぎやかな隔 りだ
ね」 と関心 し、代表者は 「珍 しい国の踊 りを見せ
て もらえてうれ しかった」 と感謝の言葉を伝えて
いた。

ご購読ありがとうございます

8月 5日 (水)

梵†所 長野日報社
〒392‐8611富取訪市高島3r0266‐52-20001→

⑥長野日報社2015
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訪問視祭 した松本協立病院 の者護部ニユー スに取 り上げていたださま した。

長野県替護大学「回際替議案習」受I十八れ～ 20'5.3R替護郵

サ[T日立大学の香護学科生が病院視票に来事した

サモT風立大学生こ看護六生こ病院職員 (Z西太爆主任Ⅲ2束佐諫主任)

佐諫主任による植厭篤軟室の議昭

去る 3月 6日、2年振り 2回目の長野県看護大学

とサモア国逹大学との学生交流事業「国際香護実習」

の視察を受け入れました。サモフ国立大学看護学生 2

筈・県看護人生4名、教員 。他 2名が来院しました。

当日は、ます卒業生の 2西大澤主任による英語の解説

付さ院内見学後に 2東病棟で糖尿病学召入院患者ヘ

のオリIンテーシ]ン を見学と 2東佐藤主任よりDM教室の説

明を聞きました。DMはサモア独立国でも国民病とな

っており、腎症による透析治療は国家財政に影響を及

ぼす程になつているそうです。事前に資料を大学側ヘ

送り英訳し、サモ7生にも渡されました。2東で力を入

れている「中食請義」は、サモアにない食習慣でしたが、

国や地域特性、食文化、食習
j廣

の違いを越え、自分の

食事を老える機会となり大いに盛り上がる場面もあ

りました。2時間だけの国際交流でしたが、熱心な英

語と日本語でのデイスカッシジができ、質問も出され、学

生と香護師の双方が良い束」激と貴重な経験ができま

した。 レ
白
し
さんご協力ありがとうございました。

・

松本協立 師長室 赤木富美子
栞局にて六爆主任
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キャンバスライフ )>年間 1=事のキ素子

トップページ 〉〉キャンパスライフ〉〉年間行事の様子

日時 :7月 28日 (火 )～ 8月 11日 (日 )ド辞昆i千最属蜃彗頑馨護実習」

7月 28日 大学での歓迎会

本学では、協定校であるサモア国立大

学と国際看護実習を実施しています。
彿:

．．　
一
，｝
一綱
菫ヽ

一．≡≡一一一一一一一一一一一一一一一一洋〕坤沖一一

前夜真夜中の到着にもかかわらず、

I限から目を剥くパフォーマンスに2

年生全員の目が覚める。

初日から有志学生との交流会、楽し

いゲームで一気に距離が縮まりまし

た。

どこに行つてもあつという間に大人気

の留学生、言語に頼らないコミュニケ

ーションの御手本です

英語プレゼンの指導講師も加わり、

バラバ(腰巻式スカート)で大歓迎の

キャンパスツアー

I義  丁■―|
サモアのファレに似た茅葺の縄文式

住居にはかなり興奮しました

受け持ち利用者の看護過程の展開や

実施 (写真はサモアでの認知症予防体

操)を通して、サモアと日本における共

通の原則を見出す

留学生はデジタル血圧計での測定 | シヤワーが習慣の留学生にとって『座  高齢者福祉施設での実習最終日は実



挑戦後―F正確な値の確認には、水

銀血圧計が必要』と本学実習生に説

明

オープンキヤンパスは満員御ネしの特

設会場でプレゼンと歌、踊りの披露

ったまま入れる浴槽』は、どんな感

角虫?

ノアさんの指導でさらに踊りの腕を磨

く実習生たちは女子会さながら

習生全員でサモア文化の披露

一ィ
一
一・一

・

■辞

I静:

互いの国で行われる看護技術を実演

交換、サモアでの技術をリアルに表現

来訪したスーパー・グローバルハイス

クール指定検である長野県上田高等

学校の英語プレゼンに練習を重ねた

踊りとフリートークで御礼

糖尿病教育入院でのかなり具体的な

指導内容に積極的に質問、何に豊か

さを感じるか、複雑な思いが垣間見え

た

遠隔授業の信大クラスメイHこ成果報

告会の予演会を開催、信大生は文化

交流や キャンパスツアーを企画した

日本での最後の時間は在日サモア大

使館でシラ大使との接見で締めくくられ

ました

O′ 一ヽ
='「

,■ |十

』
Ｅ
Ｅ
瞬

，
一
一
■

泣いた、笑つた、自分の強いところ、

弱いところも見えた、成果報告会の

後は【Lau Samoa】 を熱唱

実習生全員で過ごした最後の夜は、

英語プレゼンで紹介した『日本のクー

ルな夏の過ごし方』を体感 !留学生

からの『持つて帰れないの ?』 という

難問にどう答える……?!

大学運営協議会  1 公的研究資金の運営・管理  | 自己点検評価

長野県看護大学

〒399-4悧 7長野県駒ヶ根市赤穂1694 TEと 0265-8ヽ -5100(代 表)FAXЮ 265‐ -81-1256

T,lls information is provided in」 apailese only,Copyright(C)Nagano Co‖ ege of Ntlrsirig.A‖ rights reserved
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私にとつて国際看護実習は大きな挑戦でした。中でも
コミュニケーションtよ 一番難しいと感 じました。うまく
言葉で説明できないこと|よ悲 しかったです。し力うし留学
生の明るさに助けられ、自分の気持ちや考えを伝えたい
と思うようになりました。沈黙では何も伝わらないこと

を実感 しました。実習に挑戦できてよかったと思います。

青 木  優 果 さ ん l看護学部3年生)

国際看護の実習中|よ、言葉が通じなしヽことへの苛立ち
や、実習による気疲れで、お互いを思しヽやることが難し
くなつて気持ちがすれ違うこともありました。しかし、
今思しヽ返すととても充実した日々を過こすことができた
と感じています。海を越えた向こうに、一緒に学んだ仲
間がしヽること|よ、私のかけがえのない宝物です。

一 志 歩 乃 加 さ ん l看護学部3年生)

国際看護実習で|よ、本当にたくさんの学びと出逢いが
あり試した。サモアの学生と共に1つの課題に取り組む
大変さだけでなく、楽しい時間を共有する喜びを感じる
ことができました。一緒に笑い泣きあった出来事ひとつ
ひとつが大切な思しヽ出です。準備期間から見送 r)まで、
全てが充実した時間でした。かけがえのない仲間を得る
ことができ、国を越えた出逢しヽに感謝しています。

小 川  奈 々 さ ん l看護学者B3年生)

自分の思いを伝えることや相手を理解することの難し
さを体験しました。しかし、お互しヽを理解し合えた時の
嬉しさ|よ忘れられません。これ|よ 、患者とのアつ`かわりで
もあることだと感じました。自分と考えが違うからかブ9ヽ
わらないので|よ なく、その方を

‖
矢Bり たしヽ

中
とぃぅ気持ち

を持ち、かメ」`わってしヽける看護職者になりたしヽです。こ
の実習を通してわたしの夢が広がりました。

増澤真菜実さん 循護学部3年生)

臨地実習でのカンファレンス

彗

添鷲聾鷲撃央撃 長野県看護大学学報
No.41(平成28年 1月 )
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鰯娃 サモア国立大学および長野県香護大学間 |こ おける交流事業

学生短期交換蜜学「国際琶護実習」の概要
1.実施の経緯

〃98窄 r∇巧彦ど′θ牢ノ 長野県看護大学 刀ヵヵθつと,ガδ教授 (現在,名誉教授)が友人を訪ね,南大洋州サ
モア独立国に学生有志 とともに渡航.学生たちが医師不足の中で人々の健康を支え
るサモアの看護目1の活躍ぶ りを見て,看護職の可能性の大きさを知る.ま た,同時
に訪ねたサモア国立大学でも, 日本との交流を期待するタイミングであった .

両校間の相互協力協定に基づき,双方の学長が 「サモア国立大学と長野県看護大
学の学生交流事業に関する合意覚書」を交換する。

初回の学生短期交換留学 「国際看護実習」が実施 され,サモア国に本学より3名
の学生が 2週間の短期留学をする。

隔年度ごとに双方の大学に短期留学する形で実施 (偶数年は本学からサモア国立

大学に留学し,奇数年はサモア国立大学学生が本学に留学する)

2,実習目標と内容

実習期間 :留学先現地での 2週間 (14日 間)を基本とする。

*こ れまでの実績を総合的に整理 したものであり,実際には年度ごとに学生の要請等に沿つて 容 を決定している

3,実 績 :2004年度の開始以来,2015年度で H年の実績を重ねる .

実習生数 (2015年度終了時):本学に受け入れた留学生 16名 ,渡航 した本学学生 17名   合計 34名
実習生が著 した資料 :実習で学んだ内容や成果について,2005年度は双方の学生が国際学会で業同発表 した .

同 じく 2005年度 と 2010年度には,本学学生が内容や成果を本学紀要に執筆 した (下記参照 ).

小澤杏奈.藤岡好美,結城美穂,田 代麻里江 :海外実習において看護学生が学んだサモアの文化と看護の特徴 (資料),

長野県看護大学紀要第 7巻 .2005年 4月

菊池郁希,竹村麻紀,宮澤奈津美,宮越幸代 :サモア国立大学留学生を迎えての2009年 度国際看護実習一学生の視点
で考えた実習の成果― (資料〉,長野県看護大学紀要第 13巻12011年 3月 .

4.近 年の受入年の実施状況

留学生の進路や希望等を考慮 した実習内容を検討 し,関心の広がりや能力の開拓につながることを期待 し内
容を企画 している.2005年度留学生の 1名 は卒後,日 本の看護系大学院 (沖縄)に進学 した。その後,現地地
元の島 (サバイイ島)での実習指導や本学学生の実習時間外の対応などで細やかに配慮くださっている。

来日した留学生の滞在中は,実習生以外の在校生も留学生と自由時間を共に楽しんだり,宿舎での生活全般
をサポ▼ 卜し,「英語力にこだわらず,一緒に過ごす経験が大事」「国際看護が身近に感 じられた」等の感想を
寄せ,異文化的背景を持つ方々との共生を考えたり,日 本の文化習慣を改めて見つめなおす経験となつている,

また,実習での企画や視察先では毎回,複数の既卒国際看護実習生による協力があり,成果報告会には一般市
民および他大学や近隣の学生,教員などの参加をいただき,本学への関心を高める機会ともなっている.2015
年度は在 日サモア国大使館 (東京)への表敬訪問を行い,留学生および本学実習生有志がシラ駐日大使らとの歓
談の機会をいただき,大使より今後の本実習への協力や支援のお申し出をいただいた .

H韓 ガ

刀θ′窄 r早ちりι′′牢ノ
ん▼ノπμ

刀θlr牢 辞歳 ′び牢ノ
′ガノクμ～塚♂/7

～ 現 在

本学受入年

(奇数年 )

サモアロ立大学より

毎回男女各 1名 の

合計 2名 が留学

サモア渡航年

(偶数年 )

本学より毎回4名

以内の学生が留学

サモア国立大学の学生と共同で日本の対象者を受け持ち,情報収集 と問題点の抽出,ケア
の実践を共同で行い,互いが持つ文化や社会的背景が対象理解や看護実践にもたらす影響を
比較・考察する.さ らに異文化的背景を持つ学生が日本国に滞在する際の対応を通 して,彼
らのニーズを理解すると同時に, 自国の特徴的な文化・習慣に対する理解 と表現力を高める

内容の例 :

長野県内外の医療施設の視察 (例 :長野県立こども病院,松本協立病院,昭和伊南総合病
院,聖路加国際病院 など),老人保健施設での利用者受け持ち実習,乳児検診 ,母親教室 ,

国際協力機構 」ICA駒 ヶ根青年海外協力隊訓練所,高齢者デイケアセンターなどの視察・懇
談会,大学の授業視察および一部行事への参加,実習成果報告会 など

内容の例 :

サモア国立大学病院,地域保健サービス局の視察,地域病院,地域の看護師が運営する病院
での実習および訪間看護実習,小学校等で看護職が担当する学校保健業務の視察および一部
参加,双方の文化交流会,大学の授業視察および一部行事への参加,実習成果報告会 など

開発途上国の暮らしと保健医療の現状を理解するとともに,サモア国立大学の学生との共
同学習や現地看護者との協働を通して,サモアと日本の看護や保健医療の違いを対比し考察
することで,双方の看護の特徴や看護の原則の普遍性を理解し,異文化的背景を持つ紺象ヘ

の看護や看護の国際的協働の基本となる力を養う


